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第13回平和のための博物館・市民ネットワーク全

国交流会を開催 

宮原大輔 

 

 第13回平和のための博物館・市民ネットワーク

全国交流会が、2014年10月25、26日の両日、川

崎市の明治大学生田キャンパス（登戸）で開催さ

れました。昨年開催の予定でしたが、台風により

中止になりましたので、2年ぶりの開催となりま

した。 

 会場の明治大学生田キャンパスは、旧日本陸軍

の秘密戦兵器開発のための研究所だった登戸研究

所の跡地に建ち、2010年9月に登戸研究所の実験

施設をそのまま保存活用した明治大学平和教育登

戸研究所資料館が開館しました。 

 今回の交流会は、この登戸研究所資料館の見学、

学習も兼ねたプログラムとなりました。全国から

の参加者は27人、報告者は13人となりました。 

 

 特別報告として、登戸資料館館長で明治大学教

授の山田朗先生の「自民党安倍政権下での歴史認

識と歴史教育をめぐる現状と平和博物館の課題」

と題して講演が行われました。後援では1．政界

における歴史修正主義と「3談話」排斥、2．教育

の国家主義的再編＝「教育再生」に立ち向かうた

めに、3．戦争遺跡保存運動と平和博物館の課題

の3点にわたってお話がありました。 

 渡辺賢二さんは、交流会参加者を対象に資料館

の展示ガイドを行っていただくと共に、「ここま

で判ってきた陸軍登戸研究所の実相」と題した講

演をしていただきました。 

 

 これらの講演を挟みながら、参加者の報告が以

下のように行われました（順不同）。 

 

 

・第8回国際平和博物館会議開催について 

・丸木美術館のアメリカでの原爆の図展開催計画

について 

・中帰連の活動について 

・ピースおおさかの動向について 

・ノーモア・ヒバクシャ記憶遺産を継承する会の 

活動について 

・満蒙開拓平和記念館の活動について 

・原発災害情報センターの活動について 

・「記憶の暗殺者」と闘うミュージアム運動につ

いて 

・証言映像マップを活用した教育プログラムにつ

いて 

・平和教育地球キャンペーンの活動について 

・山梨平和ミュージアムの活動について 

 交流会は、最後に会計と人事についての報告を

受け、来年の交流会を名古屋（ピースあいち）で

開催することを確認しました。 

 このたびの交流会の開催にあたっては明治大学

平和教育登戸研究所資料館の皆様に大変お世話に

なりました。おかげさまで充実した交流会となり

ました。御礼申しあげます。 

 

 

Erico 

ミューズNo. 33 平和のための博物館・市民ネットワーク通信 
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平和のための博物館・市民ネットワーク報告 

2012.10.27～2014.10.24 

●会計報告 

収入 

繰越（口座 80,750 円、現金 22545 円） 

 103,295 円 

年会費 176,000 円 

書籍販売 1,000 円 

  計 280,295 円 

支出 

印刷費 96,075 円 

送料 87,774 円 

講師謝礼 5,000 円 

雑費 1,622 円 

  計 190,471 円 

繰越 89,824 円 

（口座 56,128 円、現金 33,696 円）  

 

●内訳 

年会費収入 

2010 年度分  5 人  10,000 円 

2011 年度分 10 人  20,000 円 

2012 年度分 18 人  36,000 円 

2013 年度分 39 人  78,000 円 

2014 年度分 15 人  30,000 円 

2015 年度分  1 人  2,000 円 

印刷費 

ミューズ 29 号 18,900 円 

Muse27 号 15,750 円 

ミューズ 30 号 15,750 円 

ミューズ 31 号 31,500 円 

ミューズ 32 号 14,175 円 

送料 

ミューズ 29 号 17,171 円 

Muse27 号 23,710 円 

ミューズ 30 号 15,631 円 

ミューズ 31 号 15,631 円 

ミューズ 32 号 15,631 円 

 

 

●会員 

2012 年以前まで納付 40 人 

2013 年まで納付 26 人 

2014 年まで納付 15 人 

2015 年まで納付 1 人 

合計 82 人 

入会 10 人 

退会 4 人 

 

●事業報告 

ニュースの発行 

ミューズ 29 号 2012 年 10 月 

Muse27 号 2012 年 10 月 

ミューズ 30 号 2013 年 6 月 

Muse28 号 2013 年 6 月 

ミューズ 31 号 2014 年 3 月 

Muse29 号 2014 年 2 月 

ミューズ 32 号 2014 年 8 月 

第 13 回全国交流会の開催 

  2014 年 10 月 25 日～26 日 

  明治大学平和教育登戸研究所資料館にて 

 

●体制 

運営委員 浅川 保、池田理恵子、 

梶慶一郎、宮原大輔、山辺昌彦 

（退任）安田和也 

（新任）石橋星志、常本 一、福島在行、 

    渡辺賢二 

編集委員 山根和代、山辺昌彦、安斎育郎 

事務局 宮原大輔（ピースあいち） 

 

●事業予定 

ニュースの編集発行 

ミューズ 2 回、Muse 2 回 

第 14 回全国交流会の開催 

名古屋・ピースあいちにて 

 

＜第13回平和のための博物館・市民ネットワ－ク

全国交流会報告＞ 

 

戦争と平和をどう伝えたか 

－ YPM7年間の活動を通して－ 
  

山梨平和ミュ－ジアム  浅川 保 
 

2007年5月に山梨平和ミュ－ジアム（YPM）が

開館してから7年余が過ぎた。この間の活動を、 

1、甲府空襲、甲府連隊、戦時下の暮らし 2、石

橋湛山の生涯と思想 3、「平和の港」としての

多面的な活動 4、今後の活動－湛山平和賞など

の4つの点から報告した。ここでは、紙幅の関係
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で、1、2を省き、3、4について報告したい。 

＜「平和の港」としての多面的活動＞ YPMと

しては、1，2の常設展示の他に、これまで「戦場

の記憶・記録展」「沖縄と山梨」「満州事変80年

を考える」「日中国交回復40年と石橋湛山」「秘

密保護法を考える」などの企画展を年2回、通算

15回実施、現在、「日本国憲法と集団的自衛権を

考える」を開催中である。 

展示だけにとどまらず、戦争の記憶・記録を継

承し、近現代史、現代の学習を深めようと、講演

会、シンポジウムなど毎月の企画行事に取り組ん

できた。毎回、20～50名が参加、報告の後、活発

な意見交換も行われ、文字通り「平和の港」のメ

イン行事として定着しつつある。昨年9月から今

年1月までの企画行事のテーマは下記の通り。9月 

石橋湛山生誕130年記念シンポジウム 10月 憲

法9条にノ－ベル平和賞を 11月 沖縄基地問題

の歴史と現状を考える 12月 平和教育シンポ

ジウム 1月 戦時下の奉安殿と教育 

＜今後の課題－湛山平和賞など＞ 戦後70年、

戦争を体験した世代は徐々に減り、体験の継承も

年々難しくなっている。私たちの課題は、市民参

加型の活動を広げつつ、中、高、大学生など若者

の見学者を広げ、戦争体験の次世代への継承をど

う図るかである。そうした課題に応えようと、

2012年、YPMとして、石橋湛山平和賞（中・高

校生の部 一般の部で論文、エッセイを募集）を

創設、今年で3回目を迎えた。今後、この賞の拡

充等を進めていきたい。 

 

2014年9月 第8回国際平和博物館会議 報告要旨 

 

日本で「慰安婦」ミュージアムを維持することの意

味～歴史修正主義と闘う「慰安婦」支援の市民運動 
 

アクティブ・ミュージアム「女たちの戦争と平和資

料館」館長 池田恵理子 
 

日本軍の「慰安婦」制度が女性への重大な人権侵害

であり、戦争犯罪であることが国際的な共通認識に

なったのは、被害者が名乗り出た1990年代からだが

日本の国公立の戦争ミュージアムには「慰安婦」の

展示がほとんど見当たらない。中学校の歴史教科書

からは「慰安婦」記述は削除されてきた。首相をは

じめとする政治家や右翼メディアや文化人が、「慰

安婦」の存在を抹殺しようと、教育やメディアへの

圧力をかけ続けてきたからである。彼ら“記憶の暗殺

者”たちはアジア太平洋戦争を「聖戦」とし、日本国

憲法の改悪と「普通に戦争ができる国づくり」を目

指している。一方、自国の加害責任に向き合い、被

害者の支援と真相究明を行ってきた日本の女性運動

と市民運動は、一貫して政府に問題解決を迫ってき

た。2000年には被害国の人びとと世界の人権活動家

と連帯して「女性国際戦犯法廷」を開催、昭和天皇

など「慰安婦」制度の責任者を明らかにし、05年に

は「慰安婦」資料館・wamを創設した。 

歴史の事実を隠蔽・歪曲する行為はアジア諸国との

間にナショナリズム対立と緊張関係をもたらす。日

本は今や、「歴史に向き合えない国」「戦争責任を

取れない国」として蔑まれている。何よりも、勇気

をふるって名乗り出た高齢の被害者を、更に深く一

層傷つけている。 

自国の戦争責任に向き合い、戦時性暴力の記録と

記憶を次世代に継承する営みは、被害者の救済だけ

でなく、現代の紛争下での性暴力を根絶するために

も不可欠である。“記憶の暗殺者”と対峙してきた者た

ちは、これからも国際連帯の力に励まされながら、

日本の真の民主化と反戦平和を求めて、この闘いを

続けていく。 

 

【2014.10.26 平和のための博物館市民ネット

ワーク・全国交流会 報告要旨】 

 

｢記憶の暗殺者｣と闘うミュージアム運動 
 

アクティブ・ミュージアム「女たちの戦争と平和

資料館」館長 池田恵理子 
 

「慰安婦」被害者が乗り出るようになってから

20年以上経つが、解決の兆しが見えないばかりか

「慰安婦」の存在を否定しようとする歴史修正主

義者が政治の中枢を握り、歴史の歪曲や捏造がメ

ディアやネットに溢れかえっている。2014年8月

朝日新聞が「慰安婦」報道検証を公表すると異様

な朝日バッシングが始まり、「戦争ができる国」

に驀進する安倍政権の下、教育界やメディア、地

方自治体、平和ミュージアムなどさまざまな分野

に｢慰安婦｣問題をタブー視する萎縮効果がみられ

ようになった。こうした背景には、慰安所設置が

始められた日中戦争時代からの、日本軍の性暴力

をめぐる隠蔽と言論圧殺の長い歴史がある。 

「美しい国日本」を唱え、「先の戦争は正しか
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った」とする安倍首相は、第1次安倍内閣時代か

ら「『慰安婦』の強制の証拠はない」と主張し続

けてきたが、「慰安婦」が性奴隷であり、女性へ

の重大な人権侵害で戦争犯罪だったことは、アジ

アの被害国ばかりか世界中が知っている。一方、

高齢となった各国の「慰安婦」被害者も、戦場体

験のある元日本兵も最晩年を迎えている。日本政

府は態度を改めて直ちに「慰安婦」調査を再開し

被害女性が求める公式謝罪と賠償を実現すべきで

ある。私たち日本人には、被害者の最後の証言を

丁寧に聞き取り、戦争を知らない次世代にこの記

憶と記録を引き継ぎ、戦時性暴力の再発防止に努

める責務がある。 

今や「慰安婦」被害を否定する“記憶の暗殺者”

たちとの闘いは、戦争へ歩みを進めているファシ

ズム政権との闘いの様相を帯びてきた。日本の戦

後そのもの、民主主義そのものが問われている。

wamは日本で唯一の「慰安婦」資料館として攻撃

や嫌がらせにさらされてきたが、開館から10年。

女性の人権を守る非戦・反戦のミュージアム運動

を、今後も粘り強く続けていく。 

 

 

平和資料館・草の家：高知 

事務局員 安部愛 

 

2014年9月19日から22日にかけては、副館長の

岡村啓佐（けいすけ）さんが韓国・ノグンリ平和

公園で開催された「第8回国際平和博物館会議」

に参加し、「『フクシマ』からの伝言―核と人類

は共存できない！―」というテーマで写真やポス

ターを作成し、参加各国の人びとに向けてフクシ

マの現状について発表しました。 

10月5日には、ジャーナリストの志葉玲(しばれ

い)さんによる現地取材報告会「パレスチナ・ガザ

のいま―まずは知ることから」が高知大学共通教

育棟にて開かれました。報告のあと、愛媛県大学

准教授の中西泰造さんとの対談もあり、会場から

たくさんの質問や感想が寄せられました。草の家

はじめ各団体・個人が集まったガザ報告実行委員

会の主催。 

2014年11月、平和資料館・草の家が民立民営の

平和資料館として創立されてから25年目になり

ました。同月16日には、高知の反戦詩人・槙村浩

（まきむらこう）の生誕100周年特集として準備

していた研究誌『ダッタン海峡10号』の出版記念

祝賀会を兼ねた「草の家創立25周年記念のつどい

」を高知県市町村職員共済会館にて開き、県内外

から180名が集まりました。第1部では、民権講釈

師・馬鹿林一座の民権紙芝居、前草の家研究員・

事務局長で現在は韓国にある民族問題研究所で働

いている金英丸（キム・ヨンファン）さんは「い

ま、歴史の清算と東アジアの平和を考える」と題

して記念講演をしました。第2部は、槇村浩の詩

「ダッタン海峡」の朗読で幕を開け、料理や飲み

物を片手にそれぞれ語り合い交流を深めた自由大

懇親会となりました。 

11月24日には、大集会＆デモ行進「まもろう平

和 なくそう原発inこうち」が市内中央公園で開

かれ、約2000名が集まりました。3コースに分か

れてのデモ行進後、ステージでは漫画『はだしの

ゲン』を講談化した講談師・神田香織さんや、元

東京電力社員・木村俊雄さんによるトーク、弾き

語りやバンドによるライブ演奏、マルシェでは多

くの出店もあり会場は賑わいました。原発をなく

す高知の会、郷土の軍事化に反対する高知県連絡

会、憲法懇談会の共催。 

2015年1月18日には、毎年恒例の草の家新年交

流会を開きました。大人気の餅つきは大人も子ど

もも混ざって代わる代わる杵を握り、つき立ての

お餅を色んな味で楽しみました。手料理を囲み、

歌や演奏の合間に関連行事や映画の紹介、また、

1月初旬から数日間にわたり5度目の福島取材に

行かれた岡村啓佐さんから報告もあり、その時撮

影された写真を見ながら一同耳を傾けました。全

体の参加者は約60名でした。 

 

 

国内のニュース 
 

本別町歴史民俗資料館:北海道 

 企画展「7 月 15 日本別空襲を伝える－北海道空

襲のほんべつ」が 2014 年 7 月 1 日 ～8 月 30 日

の会期で開催されました。十勝管内で最大の被害

が出た 1945 年 7 月 15 日の本別空襲を語り継ぎ、

その歴史をふまえ、恒久的な平和を願い、後世へ

伝えていくため、毎年開催している企画展です。

当時の様子を伝える資料228点を展示していまし

た。同空襲の弾痕が残るＪＡ本別町の旧「大通り

倉庫」の壁を企画展として初公開している他、爆
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弾の熱で溶け、球状に固まったガラスや、空襲で

炎上する市街地の空撮、被災地点の集落の地図も

展示し、2 階では、本別を含む道内 5 か所の空襲

の様子を書籍などで紹介していました。 

Tel:0156-22-5112 

http://www.town.honbetsu.hokkaido.jp/living/c

at6/post_44.html 

 

 

釜石市郷土資料館:岩手 

 2014 年度テーマ展「艦砲戦災資料展」が 2014

年 7 月 12 日～9 月 7 日の会期で開催されました。

今回のテーマ展は艦砲射撃による被災状況を紹介

しながら、戦地と内地を結んだ軍事郵便など、こ

の一年間に収蔵した資料の中から戦中の暮らしに

関するものを新たに公開していました。 

Tel＆Fax:0193-22-2046 

http://www.city.kamaishi.iwate.jp/kyoudo/inde

x.html 
 
 

仙台市戦災復興記念館:宮城 

 「戦災復興展」が 2014 年 7 月 4 日～13 日の会

期により地下 1 階の展示ホールで開催されまし

た。仙台空襲についてのアメリカ軍の資料、占領

下の仙台や復興計画に関するパネル、空襲前後の

仙台市中心部の空中写真、仙台空襲犠牲者氏名板、

墨絵「七・一〇之譜」などが展示されました。 

Tel:022-263-6931  Fax:022-262-5465 

http://www.city.sendai.jp/aoba/sensai/basic_inf

o/index.html 

 

 

福島県立博物館:会津若松市 

 ポイント展「伝単－連合軍のまいたビラ」が

2014年7 月 18 日～8 月 22 日の会期により常設展

総合展示室近・現代で開催されました。空襲の目

標の都市名を書いたものや、厭戦気分をあおるも

の、日本の軍国主義を批判するものなどが展示さ

れました。 

Tel:0242-28-6000 Fax:0242-28-5986 

http://www.general-Museum.fks.ed.jp/ 

 
 

玉村町歴史資料館:群馬 

  2014 年度第 19回企画展「戦争と玉村町－軍隊・銃

後・空襲」が 2014 年 7月 17日～9月 28日の会期で

開催されました。1945 年8月 14日の夜中、玉村町

は空襲を受け、死傷者が出ました。話はさかのぼりま

す。昭和初年、アメリカとの対立が高まる中、アメリ

カの世界児童親善協会から「青い目の人形」が全国各

地に贈られました。玉村小学校の「ルースちゃん」も、

現在にまで引き継がれてきました。戦争がはじまると

玉村町出身の兵士は中国大陸・ニューギニア・フィリ

ピン・ビルマなどで戦いましたが、約 600 人の兵士が

命を落としました。戦中は国全体の動員が要請されま

した。兵士だけではなく、非戦闘員も戦争遂行の体制

に組み入れられました。防諜の監視体制、大日本婦人

会の設置、物資の供出、貯金・戦争国債購入と勤労奉

仕が強制されました。やがて大都市の空襲が激しくな

ると玉村町内の寺院・民家にも学童が集団疎開してき

ました。しかし 8月 14日の夜中、Ｂ29 の空襲により

伊勢崎・高崎周辺、そして玉村町が被害をうけました。

これほどの被害を受けても玉村町の具体的な被害状況

について当時の日本アメリカ両軍の報告書に記載はあ

りません。その後地元で詳細な報告書が刊行されまし

たが、このように地元で伝えつづけていかないと忘れ

去られてしまうことになります。展示構成は、（1）「青

い目の人形、幻の坂東飛行場、陸軍特別大演習」、（2）

「軍隊」、（3）「銃後」、（4）「空襲」で、青い目

の人形、幻の坂東飛行場・陸軍特別大演習・高崎歩兵

第十五連隊関係資料、衣料切符など銃後における資料、

焼夷弾などが展示されました。 

 関連して、記念講演会「米軍史料から見た群馬県下

の空襲」が公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

の菊池実さんを講師に 8月 9日に玉村町文化センタ－

小ホ－ルで開かれました。 

Tex:0270-30-6180  Fax:0270-30-6183 

http://www.town.tamamura.lg.jp/rekishi_bunk

a/rekishi_shiryoukan/ 

 

 

埼玉ピースミュージアム<埼玉県平和資料館>:東

松山市 

 「戦争を伝える－写した戦争・描いた戦争」が

2014年7 月 19 日～9 月 7 日の会期で開催されま

した。近代のはじめから、政府や軍などの公的機

関、新聞社や出版社などの報道機関は、戦場にカ

メラマンや記者をはじめ、当代随一の画家を派遣

し、戦争報道にしのぎを削りました。戦争のイメ

ージを喚起させる写真や絵画は、広報宣伝用とし
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て次第に大きな役割を担っていきました。一方、

戦場の様子や個人の感情を自由に表現することが

制限されていた時代、兵士は手記に、人びとは日

記に、戦闘の実態や日日の生活、自らの想いや感

情を書き記しました。本展示では、報道写真が伝

えた戦場、街で写された出征の様子や軍隊生活を

描いた絵画、綴られた日記、兵士が現地から家族

に送った手紙、子供たちが戦時中に書いた絵や作

文などを通し、戦時下を生きた人びとの姿を紹介

するとともに、その心情に迫ろうとするものでし

た。展示構成は、（1）戦争と報道、（2）戦争を

伝える、（3）戦争の終わり、（4）伝え続けてい

くために、でした。図録を刊行しています。 

 関連して、「戦時中の体験を聞く会」が 2014

年 8 月 16 日に開かれ、久保山栄典さんが「蝉が

鳴かなかった 8 月－長崎での被爆体験」と題して

話しました。 

Tel:0493-35-4111  Fax:0493-35-4112 

http://www.saitama-peaceMuseum.jp/ 

 

 

入間市博物館 ALIT:埼玉 

 常設展資料特別公開「戦争と入間」が 2014 年

7 月 23 日～8 月 31 日の会期により常設展示室 2

階「ものでみる暮らしコーナー」で開催されまし

た。入間にあった軍事施設・陸軍航空士官学校・

出征・空襲などに関連する資料など約 50 点が展

示されました。 

Tel:04-2934-7711 

http://www.alit.city.iruma.saitama.jp/ 

 

 

蕨市立歴史民俗資料館:埼玉 

 第 25 回平和祈念展「代用品－モノが語る戦時

下のくらし」が 2014 年 7 月 26 日～9 月 28 日の

会期により 2 階展示室で開催されました。戦中・

戦後の物資が不足した時代に考案された代用品を

中心に展示していました。 

Tel:048-432-2477 

http://www.city.warabi.saitama.jp/hp/menu000

000200/hpg000000120.htm 

 

 

東京大空襲・戦災資料センター:江東区 

  2014 年夏の親子企画「みて!きいて!つたえよう!

東京大空襲」が 2014 年 8 月 14 日～17 日 に 2

階会議室で開催され、空襲体験者の話、紙芝居、

追体験の語りなどがありました。秋の平和文化祭

が 11 月 1～3 日 に 2 階会議室で開催され、一人

音楽劇「猫は生きている」、学生映像祭＆シアタ

ートーク、鈴木志郎康さんの詩をフィールドワー

クする、などがありました。被爆ピアノ修理記念

コンサートが 2014 年 12 月 4 日に 2 階会議室で

開催されました。 

Tel:03-5857-5631 Fax:03-5683-3326 

http://www.tokyo-sensai.net/ 

 

 

高麗博物館:東京・新宿区 

 展示：「ひたむきに生きた 朝鮮・韓国の女性た

ち」が 2014 年 9 月 3 日～11 月 30 日の会期で開

催されました。植民地支配のもとで抑圧された女

性たちの生活と社会進出を紹介していました。 

Tel:03-5272-3510  Fax:03-3207-0533 

http://www.40net.jp/~kourai/ 
 
 

東京都公文書館:世田谷区 

  企画展示「子どもの見た戦争－手紙が語る学童

疎開」が 2014 年 8 月 11 日～9 月 12 日の会期に

より 2 階閲覧室内の展示スペースで開催されま

した。2014 年に、東京都公文書館には、学童疎開

を体験された方が保存していた疎開地からの手紙

や葉書、疎開中に描いた絵などが寄贈されまし

た。本展では、当時の小学生が体験した疎開地の

暮らしとはどのようなものであったのかを、これ

らの新収蔵資料と聞き取りを中心にして紹介し

ていました。さらに疎開がおこなわた背景、東

京都の疎開に関する文書、防空政策などについて

も展示していました。解説書を作成しています。 

Tel:03-3707-2601  

http://www.soumu.metro.tokyo.jp/01soumu/arc

hives/ 
 
 

国立公文書館:東京・千代田区 

 2014 年度第 2 回企画展「『写真週報』－広報

誌にみる戦時のくらし」が 2014 年 7 月 26 日～9

月 13 日の会期により本館 1 階展示場で開催され

ました。1938 年から 45 年にかけて、内閣情報部

（のち情報局）が刊行したグラフ誌『写真週報』

を、衣食など、人びとの生活に関わる記事に着目

 

 

http://www.alit.city.iruma.saitama.jp/
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して、紹介していました。 

Tel：03-3214-0621 

http://www.archives.go.jp/ 
 
 

昭和のくらし博物館:東京・大田区 

 「小泉家に残る戦争」展が 2014 年 8 月 1 日～

31 日の会期で開催されました。小泉家に残る戦争

を物語る資料を見て、戦争がいかに恐ろしいもの

か考え、戦争反対の声をあげようという趣旨で開

かれました。 

Tel＆Fax:03-3750-1808 

http://www.showanokurashi.com/ 

 

 

日本女子大学成瀬記念館:東京・文京区 

 「戦時下の青春展」が 2014 年 10 月 28 日～12

月 20 日の会期で開催されました。成瀬記念館で

は、戦後 50 年にあたる 1995 年に、大学部及び付

属高等女学校に在学していた方がたを対象に戦争

と平和に関するアンケート調査を実施しました。

学生たちが戦時下をどのように生きたかを伝える

貴重な資料です。アンケートは、存分に学ぶこと

ができなった無念さを映し出す一方で、彼女たち

の青春が暗いだけのものではなかったことを教え

てくれます。本展示では寄せられたアンケートの

内、大学部に在学していた方がたの回答を元に、

当時の資料と併せて戦時下の学生たちの姿を描き

出していました。戦時家庭経済博覧会、紀元 2600

年、防空訓練、大人紙芝居、修業年限の短縮、学

徒出陣、学徒勤労動員、学校工場など、戦時体制

が強化される中での学園のさまざまな様子を伝え

ています。解説資料を作成しています。 

Tel.03-5981-3376 

http://www.jwu.ac.jp/unv/facilities/naruse_me

morial/index.html 
 
 

慶応義塾福沢研究センター:東京・港区 

 「慶応義塾と戦争」アーカイブ・プロジェクト

第 2 回展示「慶応義塾と戦争Ⅱ－残されたモノ、

ことば、人々展」が 2014 年 10 月 7 日～31 日の

会期により、図書館展示室と慶応義塾大学アート

・スペースで開催されました。慶応義塾図書館展

示室では、1．戦争の時代を伝える「モノ」、あ

る塾員の場合－1、ある塾員の場合－2、ある一家

の場合、の構成で、プロジェクトの呼びかけに応

じて提供された資料を中心として、戦争を巡る多

様な「実物」を展示していました。慶応義塾出身

の戦没者として一般によく知られている小泉信

吉、宅島徳光、上原良司とその一家の資料も、周

辺の多様な実物資料とともに展示していました。

多様な資料を記録し見つめ直すことで、初めて立

体的に時代が浮かび上がってくることを伝えよう

とするものでした。アート・スペースでは、2．

交錯する「モノ」と体験、ある戦死を巡って、あ

るクラスを巡って、ある部活を巡って、ある特別

攻撃隊を巡って、福沢諭吉を巡って、残されてい

た卒業証書、3．記憶から歴史へ－記録と継承の

模索、の構成で、べつべつに寄贈されたり所在が

確認された資料が、さまざまな交点を結ぶ例を展

示していました。ある特定のクラス、部活等に注

意して資料を見つめ直したときに、「モノ」たち

はさまざまなストーリーを語り出していました。

これまで単なる個人的な記憶や資料から、どのよ

うな努力によってこの時代が記録され歴史化され

てきたのか、今後どのように、何を引き継ぐべき

かについても、改めて考えていこうとしていまし

た。展示図録を作成していました。 

Tel:03-5427-1603  Fax:03-5427-1605 

http://project.fmc.keio.ac.jp/ 

 

 

東京大学駒場博物館:目黒区 

 特別展「越境するヒロシマ―ロベルト・ユンク

と原爆の記憶」が 2014 年 10 月 18 日～12 月 7 日

の会期で開催されました。ロベルト・ユンクはド

イツ生まれのユダヤ人ジャーナリストで、ヒロシ

マを世界に伝えることに半生を捧げました。若い

頃、反ナチ抵抗運動に身を投じたユンクは、第 2

次世界大戦が終わるとアメリカに渡り、そこでお

こなわれていた核実験の問題に向き合います。そ

してヨーロッパに戻り、人間の未来を脅かす技術

開発への盲信に警鐘を鳴らしながら、多くの市民

とともに反核・平和運動を進めていきました。ユ

ンクはその間、広島を何度も訪れ、被爆者と語り

合いました。彼が著した「灰墟の光―甦るヒロシ

マ」は、原爆の悲惨さだけでなく、廃墟から立ち

上がる人びとの姿を伝える迫真のルポとして評判

をとり、世界 14 か国語に翻訳されました。そこ

に出てくる被爆した少女、佐々木禎子の折鶴の物

語は、オーストリアの児童文学作家カール・ブル
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ックナーの手で『サダコは生きたい』となって世

界中に広まりました。本展示では、ヒロシマから

人類の未来への責任を問うたロベルト・ユンクの

足跡を辿りながら、ヒロシマ・ナガサキの遺産を

いかに引き継ぎ、世界にどのように発信していく

かという問題を考えようとしていました。 

Tel:03-5454-6139 Fax:03-5454-4929 

http://www.desk.c.u-tokyo.ac.jp/j/d_141018.htm

l 

 

 

早稲田大学大学史資料センター 

  展示会「十五年戦争と早稲田」が 2014 年 10 月

1 日～11 月 8 日の会期により、早稲田キャンパス

26 号館・大隈記念タワー10 階・125 記念室で開

催されました。15 年戦争期（日中戦争、アジア太

平洋戦争）から、1945 年 8 月の敗戦を経た占領

期までの早稲田大学の歴史を展示していました。

とくに、戦時下の学生生活や勤労動員・学徒動員、

さらには植民地出身学生と戦争などのテーマに焦

点をあて、戦時下における学生の諸相、戦争と大

学の関係をあらためて問うものでした。図録を作

成しています。 

Tel:042-451-1343  Fax:042-451-1347 

http://www.waseda.jp/archives/ 

 

 

八王子市郷土資料館:東京 

 コーナー展「戦時下の生活－ぜいたくは敵だ」

が 2014 年 7 月 12 日～8 月 31 日の会期で開催さ

れました。寄贈・館蔵資料の中から、国民精神総

動員運動チラシ、肉なし日ポスター、突貫双六、

家庭用品購入通帳、衣料切符、もんぺ、米つき瓶、

着物の袖を切る呼びかけチラシ、ドングリ拾いの

チラシ、カボチャの種の回収呼びかけチラシ、電

気パン焼き器、タバコ巻き器、代用食販売看板、

露店営業証明などを、戦時下の耐乏生活をテーマ

として展示していました。 

 関連して、講座｢八王子空襲と戦時下の生活｣が

8 月 15 日・16 日に開かれました。 

Tel:042-622-8939  Fax:042-627-5919 

http://www.city.hachioji.tokyo.jp/shisetsu/2825

4/028261.html 

 

 

明治大学平和教育登戸研究所資料館:神奈川・川崎

市 

  戦争遺跡保存全国ネットワーク主催の特別パネ

ル展示「平和のための戦争遺跡の保存を求めて」

が 2014 年 7 月 16日～10月 25日の会期で開催さ

れました。第 18 回戦争遺跡保存全国シンポジウ

ム神奈川県川崎大会が明治大学平和教育登戸研究

所資料館で開催されたことにちなむもので戦争遺

跡保存全国ネットワーク加盟の各地の団体による

戦争遺跡の保存を紹介するものでした。 

 第 5 回企画展「紙と戦争－登戸研究所と風船爆

弾・偽札」が 2014 年 11 月 19 日～2015 年 3 月

21 日の会期で開催されました。陸軍登戸研究所で

は、戦時中、紙を使った 2 種類の兵器を開発して

いました。一つは和紙を使った風船爆弾（ふ号兵

器）、もう一つは偽札です。風船爆弾（爆弾・焼

夷弾を吊るした直径 10m の水素気球）は、1944

年 11 月以降、約 9300 発が放たれ、1000 発以上

が目標の北米大陸に到達したとされています。こ

の気球本体は、和紙をコンニャク糊で貼り合せた

もので、全国の和紙産地と女子労働力を大動員し

て生産されました。2014 年は風船爆弾放球 70 年

を迎えることに加え，風船爆弾用気球紙開発協力

を要請された埼玉県小川町で作られている「細川

紙」がユネスコの無形文化遺産に登録され、注目

が高まっています。また、中国経済の攪乱を目的

に 1939 年に参謀本部によって命じられた中国蒋

介石政権の紙幣（法幣）の偽造には、当時の最高

水準の紙漉き・透かし・印刷技術が用いられまし

た。1942 年以降、大量生産された偽造紙幣は当時

の額面で 40 億円にのぼったとされています。今

回の企画展では、この紙を使った兵器に焦点をあ

て、当時の和紙・洋紙製造技術がどのようなもの

で、伝統的な和紙技術がどのように風船爆弾製造

に利用されたのか、近代において発達した洋紙技

術がどのように偽札製造に動員されたのかを、当

時の貴重な現物展示をまじえて明らかにするもの

です。 

Tel&Fax:044-934-7993 

http://www.meiji.ac.jp/noborito/index.html 

 

 

長岡戦災資料館:新潟 

 「長岡空襲殉難者遺影展、住宅焼失地図展」が

2014 年 7 月 6 日～8 月 31 日の会期により、「長
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岡空襲体験画アオーレ特別展－長岡戦災資料館十

周年記念誌発行記念」が 2014 年 7 月 12 日～15

日の会期により、それぞれ開催されました。 

Tel:0258-36-3269 Fax:0258-36-3335 

http://www.city.nagaoka.niigata.jp/kurashi/sen

sai/siryoukan.html 

 

 

松本市立博物館ほか:長野 

 松本まるごと博物館 3 館連携事業、第 4 回「戦

争と平和展」が 2014 年 8 月 2 日～9 月 15 日の会

期で開催されました。松本市立博物館では「近代

都市・松本－戦争と軍隊、その遺産」が開かれま

した。松本に 1908 年に歩兵第 50 連隊が設置され

ると、多くの軍需工場が誘致されました。都市形

成や地域振興に戦争・軍隊がどう関わったかを、

歩兵第 50 連隊関連資料や、航空機生産を中心と

した軍需工場に関連する資料に加え、「ゼロ戦の

生みの親」堀越二郎に関する資料も展示して、紹

介していました。重要文化財 旧開智学校校舎で

は、「戦時下の学校－鍛錬となった遠足・修学旅

行」を、松本市歴史の里では「刑務官が見た巣鴨

プリズン」をそれぞれ開催しました。 

Tel：0263-32-0133 Fax:0263-32-8974 

http://www.city.matsumoto.nagano.jp/sisetu/m

arugotohaku/siritu/ 

 

 

静岡平和資料センター:静岡市 

  企画展示「子どもたちの戦時下－毎日が “お国

のため”に」が 2014 年 6 月 13 日～10 月 26 日の

会期で開催されました。70 年前、日本は中国やア

メリカ・イギリスと戦争をしていました。そのこ

ろの子どもたちはどのようなくらしをしていたの

でしょうか。今回の展示では、実物資料やパネル

で戦争中の子どもたちのくらしを紹介していまし

た。 

  企画展示「静岡大空襲からの復興－瓦礫から立

ち上がる人々」が 2014 年 11 月 14 日～2015 年 3

月 29 日の会期で開催されました。戦後、静岡市

がどのように復興を遂げてきたかを、写真・パネ

ルで示すものです。解説資料を作成しています。 

Tel&Fax:054-271-9004 

http://homepage2.nifty.com/shizuoka-heiwa/ 

 

焼津市歴史民俗資料館:静岡 

 被災 60 年企画展「第五福竜丸－2014 年、平和

への願い」が 2014 年 5 月 30 日～9 月 28 日の会

期で開催されました。被災から 60 年を経た第五

福竜丸事件に係わる資料などを展示していまし

た。 

Tel:054-629-6847  Fax:054-629-6848 

http://www.city.yaizu.lg.jp/rekimin/index.html 

 

 

滋賀県平和祈念館:東近江市 

 第 9 回企画展示「子どもたちが見た戦争」が

2014 年 10 月 4 日～12 月 21 日の会期で開催さ

れました。今回の企画展示では、「少国民」「戦

時の学校」「戦時の暮らし」「滋賀県の空襲」「集

団学童疎開」「学徒勤労動員」の 6 つコーナーを

設けて、戦争中子どもだった人たちの視点から当

時の出来事を紹介していました。当時の子どもた

ちが、どのような体験をし、どんなことを考えて

いたのかを知ることで、世代を超えて平和につい

て考えてみたいという開催趣旨でした。 

Tel:0749-46-0300  Fax:0749-46-0350 

http://www.pref.shiga.lg.jp/heiwa/heiwaMuseu

m/ 

 

 

浅井歴史民俗資料館:滋賀 

 企画展「第 11 回終戦記念－学童疎開」が 2014

年7月29日～8月31日の会期で開催されました。

学童疎開の実態を、当時の手記や写真、遊具など

3 部門 15 件の資料でたどるものでした。終戦記念

展では、大阪市北野国民学校の 5～6 年生児童約

90 人を受け入れた田根国民学校、同北野国民学校

の 3～4 年生児童約 100 人を受け入れた小谷国民

学校、大阪市滝川国民学校の児童を受け入れた旧

伊香郡の村の児童の暮らしぶりを各種の書類、担

任教師の日記、アルバム写真などで示していまし

た。資料からは、寺院や公会堂を児童宿舎に、地

元の仕出屋が給食を提供したり、村人が児童を自

宅に招いて風呂や食事をもてなすなどのエピソー

ド、疎開児童の引き上げでは音楽会や送別会が催

されるなど、地域が児童を支えようとする姿が浮

き彫りになっていました。一方、教師の日記から

は児童が慣れない環境で次第に疲弊していく様子

なども伝わりました。展示品の多くは県平和祈念
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館の所蔵品でした。 

Tel:0749-74-0101  Fax:0749-74-0101 

http://www.city.nagahama.shiga.jp/section/azai

rekimin/ 

 

 

 大津市歴史博物館:滋賀 

 第 64 回企画展「戦争と大津」－激動の時代と

子どもたちが 2014 年 7 月 19 日～8 月 31 日の会

期により企画展示室 B で開催されました。本展で

は、困難な時代を生きた子どもたちに焦点を当て、

対象とする時代も、戦時中から戦後、アメリカ軍

を主体とした占領軍の大津進駐まで広げて紹介し

ていました。特に、国民学校から新制の小中学校

へと大きく変化した時代に、子どもや教師たちが

体験した出来事を、時代背景を物語るさまざまな

資料や写真、体験者の証言ビデオとともに紹介し、

平和へのメッセージとしていました。図録と展示

リストを刊行しています。 

 第 114 回ミニ企画展「戦争と大津」が 2014 年

7 月 15 日～8 月 31 日の会期により常設展示室の

中で開催されました。本展では、物資不足に対応

するための衣料切符や味噌・醤油の購入券、兵器

製造のための金属類供出奨励ビラや宣伝用の紙芝

居、灯火管制などの仕方を図解した防空演習時の

配布物や召集令状などを展示し、きびしい銃後の

市民生活を振り返るものでした。 

Tel:L077-521-2100 Fax077-521-2666 

http://www.rekihaku.otsu.shiga.jp/ 

 

 

栗東歴史民俗博物館:滋賀 

 特集展示「平和のいしずえ 2014－“銃後の護り

は台所から”の時代」が 2014 年 7 月 26 日～8 月

31 日の会期により第 2 展示室で開催されました。

戦時下、特にアジア・太平洋戦争下では、戦局の

悪化やそれに伴う兵員の大量動員により、農村の

働き手が不足、国全体が食糧難に襲われました。

銃後の暮らしでは、不足する食品の代わりとなる

ものが探され、またレシピもそうした代用品を用

いた代用食が考案されるなど、さまざまな工夫が

凝らされました。2014 年度の平和のいしずえ展で

は、こうした銃後での食べることを主なテーマに

していました。その他、学童疎開、婦人会、兵士

の関係資料も展示していました。 

Tel:077-554-2733 Fax:077-554-2755 

http://www.city.ritto.shiga.jp/hakubutsukan/ 

 

 

大山崎町歴史資料館:京都 

 「第 16 回平和のいしずえ展」が 2014 年 8 月 5

日～24 日の会期により開催されました。歴史資料

館では、毎年夏に「平和のいしずえ」と題して戦

前、戦中に使われたさまざまな生活用品などを展

示し、平和と歴史を考える機会の提供につとめて

います。最近、府道（西国街道）の拡幅によって、

町内の古い家屋の建替えが進んでいます。その際

に確認された近代資料のなかから、博多人形「豊

臣秀吉像」（陸軍特別大演習記念の箱書き有り）

や政治家川崎末五郎の関係資料など、戦前、戦中

に関係する資料も見つかっています。今回はそれ

らに焦点を当てた展示でした。 

Tel:075-Tel:075-952-6288 

http://www.town.oyamazaki.kyoto.jp/ 

 

 

亀岡市文化資料館:京都 

 ロビー展「戦争平和展」が 2014 年 8 月 1 日～

31 日の会期で開催されました。国民服、軍靴など

の遺品類のほか、灯火管制用の電球や当時の世相

を示す世界地図、戦時色を示す産着などを展示し

ていました。また、今年は、学校で学ぶべき 10

代の若者たちが軍需工場などで働くことになった

「学徒勤労動員」についても、亀岡地域の様子を

中心に紹介していました。解説パンフレットを作

成しています。ロビー展「戦争平和展」は 2009

年から毎年夏に開催しているものです。 

Tel:0771-22-0599  Fax:0771-25-6128 

http://www.city.kameoka.kyoto.jp/kurashi/kyo

iku/bunka/shiryokan/index.html 
 
 

南丹市立文化博物館:京都 

 「戦争と南丹市 暮らしを支えた代用品」が

2014 年 7 月 26 日～9 月 28 日の会期により開催

されました。戦争が長引くと、資源の少ない日本

では兵器を作るための金属類などが不足しまし

た。当時の政府は、人びとに金属類の回収を呼び

かけるとともに、生活用品にいたるまで金属の使

用を制限しました。これを補うために作られたの

が「代用品」です。代用品には陶製のアイロンや

 

http://www.be.city.nantan.kyoto.jp/hakubutukan/tenji_kikaku/26/14daiyohin.pdf
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ガスコンロ、フォークやナイフのほか、木製の戸

車なども生産されました。この展示会では、苦心

して作られた代用品約 100 点を中心に紹介して

いました。 

Tel:0771-68-0081 Fax:0771-63-2983 

http://www.be.city.nantan.kyoto.jp/hakubutuk

an/ 

 

 

南丹市日吉町郷土資料館:京都 

 「戦争と南丹市 銃後を守った女性たち」が

2014 年 7 月 26 日～9 月 28 日の会期で開催され

ました。男性がつぎづきと戦地へ駆り出されるな

か、働き手を失った地域や家を守るため奮闘した

女性の活躍に焦点をあてていました。出征兵士の

見送り・出迎えや慰問袋づくり、配給物資の割り

振りなど、女性の活動は多岐にわたりました。千

人針、国防婦人会タスキ、かっぽう着、防空頭巾

など約 80 点を展示していました。 

Tel＆Fax:0771-72-1130 

http://www.be.city.nantan.kyoto.jp/hiyoshi-shir

yokan/ 

 

 

向日市文化資料館:京都 

 「くらしのなかの戦争展」が 2014 年 8 月 9 日～

9月7日の会期によりラウンジで開催されました。

2014 年は、身近な地域のくらしにも影響を与えた

戦争を、展示品をとおしてふりかえり、あらため

て考えるきっかけにしてもらうために、配給切符

や代用品など、戦争が激化しさまざまな物資が不

足してゆく中での、人びとのくらしがうかがえる

資料を紹介していました。  

Tel:075-931-1182 Fac:075-931-1121 

http://www.city.muko.kyoto.jp/shiryokan/top.ht

ml 

 

 

京都大学大学文書館:京都市 

 企画展「京大経済学部の創設と河上肇たち」が

2014 年 11 月 11 日～2015 年 1 月 18 日の会期に

より京都大学百周年時計台記念館 1 階歴史展示室

で開催されました。今回の企画展では、1919 年に

創設された京大経済学部を取り上げ、創設から転

機を迎える1920年代末までの経済学部の歴史を、

当時の河上肇らの教官や学生たちにスポットライ

トをあてながら展示していました。京都学連事件、

河上肇辞職事件も紹介していました。主要展示品

は「経済学部独立に関する件」『評議会議事録 大

正元年～大正十五年』『宣誓簿』河上肇筆「蓮の

花」「河上教授辞職に関する件」『評議会議事録 

自昭和 2 年 1 月 至昭和 5 年 5 月』です。 

Tel:075-753-2651  Fax:075-753-2025 

http://kua1.archives.kyoto-u.ac.jp/ja/ 

 

 

大阪国際平和センター（ピースおおさか）:大阪市 

 ピースおおさかは、1991 年の開館以来、はじめ

てのリニューアルをするために、2014 年 9 月 1

日から休館しています。 

 ピースおおさかでは、毎年 8 月 15 日に終戦を

祈念して、戦争犠牲者追悼式を開催しています。

2014 年は、相愛高校の生徒による合唱と、相愛大

学卒業生による弦楽四重奏のコンサートをおこな

いました。 

Tel:06-6947-7208 Fax:06-6943-6080 

http://www.peace-osaka.or.jp/ 

 

 

大阪人権博物館（リバティおおさか）:大阪市 

 第 69 回特別展「歴史のなかの憲法」が 2014

年 7 月 22 日～9 月 20 日の会期により特別展示室

で開催されました。明治維新によって近代化・文

明化へと踏み出した日本社会では、国会の開設に

よる人びとの政治参加の実現を目標に掲げた自由

民権運動がおこりました。その影響から各地でさ

まざまな結社が生まれ、盛んな言論・出版活動が

おこなわれました。「自由」「民権」という言葉

の響きは多くの人びとに新鮮なイメージを与えた

からです。なかでも、民衆自身が参加して作成さ

れたさまざまな憲法草案には、国家の未来像があ

ますところなく盛り込まれていました。そこには、

さまざまな権利と同時にナショナリズムの思想も

含まれていました。戦前・戦後を通じて憲法にう

たわれている権利の内容は、まさしく立憲政治が

国内外で果たしてきた役割をありのまま映し出す

ものとして今日まで生き続けています。本展は、

立憲政治の実現をかかげて展開された自由民権運

動から戦後の日本憲法制度制定までの時期に歴史

の節目を書き記された憲法草案に込められた思

 

http://loco.yahoo.co.jp/place/647225487ca9af7372c3483dc1c625a548761930?
http://www.be.city.nantan.kyoto.jp/hakubutukan/tenji_kikaku/26/14daiyohin.pdf
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想、そしてその実像について考えようとするもの

でした。展示構成は、Ⅰ憲法制定へ起こる議論－

自由民権運動の諸相、Ⅱせめぎあう権利と義務－

大日本帝国憲法の時代、Ⅲ人びとが取り結ぶ権利

－結社をめぐる人物像、Ⅳ時代状況から読む憲法

－日本国憲法の制定、でした。 

 関連して、シンポジウム「日本近代史からみた

憲法の歴史的意義」が 2014 年 9 月 6 日に新井勝

紘（専修大学）さんと石居人也（一橋大学）さん

をシンポジストとして開かれました。 

 企画展 1 開館 30 周年記念「収蔵品にみる人権

の歴史」が 2014 年 11 月 18 日～3 月 19 日の会期

により特別展示室で開催されました。本展は、館

がこれまで収集してきた歴史的･文化的資料のな

かから選んだ資料を時代ごとに配列して構成して

いるものです。 

Tel:06-6561-5891 Fax:06-6561-5995 

http://www.liberty.or.jp/ 

 

 

平和と人権資料館（フェニックス・ミュージアム）

:大阪 

 2014 年度特別展「地球の上に生きる DAYS 

JAPAN フォトジャーナリズム写真展」が 2014

年 8 月 20 日～28 日の会期により堺市教育文化セ

ンター（ソフィア・堺）ギャラリーで開催されま

した。人間と地球が抱える問題を鋭く写し出す

2014 年・2013 年の DAYS 国際フォトジャーナリ

ズム大賞受賞作品約 40 点を展示し、戦争・災害

・環境汚染など、地球の真実の姿を伝えていまし

た。これら世界のフォトジャーナリストたちの作

品を通じて、人間と地球が抱える問題、世界が変

わり続ける中で繰り返される悲劇について見つめ

なおし、「いのちと平和の大切さ」「環境を守る

ことの大切さ」そして、今、私たちができること

について考えるという趣旨で開催されたもので

す。この写真展では、内戦が深刻化するシリアを

はじめ世界各地で続く紛争、難民と飢餓、貧困問

題、そして東日本大震災と原発事故などをテーマ

とした作品が並んでいました。そこに写し出され

るのは、日頃見聞きするニュースからは見えてこ

ない、世界の大きな問題の中に置かれた一人ひと

りの人間の姿でした。 

 企画展示「アウシュヴィッツから考える平和」

が 2014 年 10月 1日～12月 28 日の会期により企

画展示コーナーで開催されました。先の世界大戦

でアウシュヴィッツにおいて当時のドイツ側とソ

連軍が撮影した写真を通じてその実相に触れ、戦

争の悲惨さ、平和の尊さ、人権を守ることの大切

さを考えるために開かれたものでした。 

Tel:072-270-8150 Fax:072-270-8159 

http://www.city.sakai.lg.jp/shisei/jinken/jinken/

heiwajinkenshiryokan/ 

 

 

吹田市平和祈念資料館:大阪 

 企画展「記憶のなかの神戸―私の育ったまちと

戦争」豊田和子原画展が 2014 年 7 月 29 日～8 月

24 日の会期で開催されました。16 歳のときに神

戸大空襲を体験された神戸市在住の仏画家の豊田

和子さんが、戦前・戦時下の神戸での生活や空襲

体験を描いた作品を展示していました。 空襲の恐

ろしさを描いたものや、戦時中の人びとの日常生

活を描いた作品などが、やさしいタッチで描かれ

ています。大人だけでなく、未来を担う子どもた

ちにも、平和の大切さについて考えるきっかけと

なる展示でした。 

 関連して、特別イベント：豊田和子さんのお話

をきく会が 2014 年 8 月 9 日に千里ニュータウン

プラザ 8 階多目的ルームで開かれ、原作者の豊田

さんが過ごした戦前・戦時下の神戸での生活のよ

うすを話しました。 

Tel:06-6876-7793  Fax:06-6873-7796 

http://www.city.suita.osaka.jp/home/soshiki/div

-jinken/jinken/_56228.html 

 

 

箕面市立郷土資料館:大阪 

 企画展示「戦時生活資料展－忘れない、戦争の

記憶と平和への願い」が 2014 年 8 月 1 日～9 月

8 日の会期で開催されました。この資料展では、

限られた食料や衣服などを平等に配布するため

に発行した配給券や戦時中の教科書・新聞、防空

頭巾、「防火砂弾」や「布製バケツ」など空襲に

よる火災に備えた防火用品、「米つき」、出征前

の兵士たちが滝安寺に武運祈願に訪れた際に記

帳した台帳「祈武運長久」など、戦時中の庶民の

暮らしが伝わるような 43 品目の資料を展示して

いました。大戦中、人びとの生活は疲弊し、何ご

とにも必死に生き抜いた生活でしたがそれの一
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部にスポットをあて、写真や実際に使用していた

ものを家族・友人などたくさんの方がたの思い出

や気持ち、証言をとおして知っていただくこと

で、戦いのない時代が少しでも長く続くことを願

いながら、この企画展が開催されました。同資料

館で学芸員実習をした仏教大学と甲南大学の学

生 2 名が資料館にある数多くの資料の中から、展

示品の選定、レイアウトなどをしました。 

Tel:072-723-2235  Fax:072-724-9694 

http://www.city.minoh.lg.jp/kyoudo/kikakutenj

i.html 

 

 

姫路市平和資料館:兵庫 

 秋季企画展「戦争で傷ついた子どもたちの心と

体」が 2014 年 10 月 4 日～12 月 21 日の会期によ

り 2 階多目的展示室で開催されました。戦争中、

衣食住の著しい欠乏の中、子どもたちの受けた傷

は、肉体的、精神的に計り知れないものがありま

した。戦中から戦後の暮らしを通して、戦争に巻

き込まれた子どもたちのさまざまな苦難を紹介し

ていました。現物資料は、立命館大学国際平和ミ

ュージアムから紙芝居・双六などや衣服、教科書

や写真などを数多く借りて展示していました。実

物資料の展示資料点数は 130 種類、およそ 300 点

でした。映像コーナーでは、当時、戦争協力に子

どもたちを向かせるための国策紙芝居を、このた

び、編集し映像化したものを上映していました。  

 展示項目は以下のとおりです。 

1 空襲と疎開 

本土空襲を避け、学童 40 万人以上が一斉疎開  

姫路への空襲で消失した学校  

2 配給と食糧 

まず綿製品が市場から消え、続いて食料品も配給

制に 

供給量不足のため、闇売りが横行 

主な切符と配給制度 

足りない食糧は工夫で補う、「決戦食」 

3 出征と帰還  

英霊として帰還した大人たちを迎える忠魂碑 

次々と戦場に送られていった少年兵たち 

陸軍・海軍の少年兵制度    

4 紙芝居 

子どもに人気の紙芝居も、国策宣伝のメディアに 

5 学校と学校生活    

戦前・戦中の学制の変遷 

太平洋戦争初期の学制 

太平洋戦争末期の学制 

畑仕事や軍需工場で汗を流した、中学生の勤労奉

仕 

裸足で通学、半数に満たなかった授業日数 

手で書き写した教科書 

6 おもちゃ  

おもちゃにも戦争色が。やがて物資不足で生産量

が減少 

7 健康  

平均体重の減少に現れた栄養不足 

 関連して、 2014 年 11 月 3 日に姫路空襲体験

談を聞く会が開かれ、黒田権大さんが話されまし

た。 

Tel:079-291-2525   Fax:079-291-2526 

http://www.city.himeji.lg.jp/heiwasiryo/ 

 

 

尼崎市文化財収蔵庫:兵庫 

 企画展「夏季学習展 こどもたちの戦中戦後」が

2014 年 7 月 19 日～8 月 31 日の会期で開催され

ました。太平洋戦争がこどものくらしや教育、遊

びなどにどのような影響を与えたのか、また戦後、

それらがどのように変わったのかを考える展示会

でした。主な展示構成と展示資料は以下の通りで

す。 

1 我ら少国民   雑誌「週刊少国民」、少国民

豆手帳 

2 国民学校    国民学校初等科教科書、国民

学校芸能科レコード 

3 銃後のくらし  豆紙芝居ドウブツトナリグ

ミ、コドモノオカシ回数購入票 

4 兵役の義務   「まづ健康まづ兵役」ポスタ

ー、徴兵保険案内 

5 勤労動員    賞詞、反省録（勤労動員日記） 

6 学童疎開    疎開先の様子を描いた絵、雑

誌「週報」 

7 空襲への備え  防空必携我等の防空紙芝居、

尼崎空襲を伝える新聞 

8 戦争が終わって 副読本「新しい憲法のはな

し」、占領時代の国産玩具 

9 おもちゃで比べる戦中戦後  ブリキのおもち

ゃ、塗り絵、面子シート、抜取組立 

企画展ワークシートを作成していました。 
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Tel＆Fax:06-6489-9801 

http://www.city.amagasaki.hyogo.jp/dbps_data/

_material_/_files/000/000/030/824/2606shiryou4

.pdf 

 

 

奈良県立図書情報館:奈良市 

 戦争体験文庫企画展示「爆撃の中の逃避行 須藤

ヨシエ氏の「サイパン島戦争体験記」を読む 2」

が 2014 年 6 月 28 日～9 月 28 日の会期で開催さ

れました。須藤ヨシエさんによる「サイパン島戦

争体験記」の 2 回目です。サイパンが激しい空襲

を受け、急きょ島北方のバナデルから戻った夫と、

社宅で一晩を過ごします。「ここにいては危ない」

という夫の予知夢により、ふたりは、バナデルへ

避難することにします。周りの社宅は焼け落ち、

米軍の爆撃や艦砲射撃がなお続く中、チャランカ

ノアから自転車で 15 キロ北のバナデルへ向かい

ます。 

 戦争体験文庫企画展示「壕からかいまみた日本

兵と米兵たち 須藤ヨシエ氏の「サイパン島戦争体

験記」を読む 3」が 2014 年 10 月 1 日～12 月 27

日の会期で開催されました。須藤ヨシエさんによ

る「サイパン島戦争体験記」の 3 回目です。島北

部の壕に避難した須藤さんたち。日本軍の炊事班

が壕の横に移ってきて、彼らと協力し合います。

しかし、ほどなく玉砕を期しての「総攻撃」に部

隊は去り、残された傷病兵も艦砲射撃で全滅しま

す。替わって現れたのは、上陸したアメリカ兵た

ちでした。須藤さんの目から見たサイパン戦の模

様を描いていました。 

Tel: 0742-34-2111  Fax: 0742-34-2777 

http://www.library.pref.nara.jp/sentai/kikaku.h

tml 

 

 

奈良県立民俗博物館:大和郡山市 

 コーナー展「戦時下のくらし」が 2014 年 8 月

2 日～9 月 7 日の会期で開催されました。館が所

蔵する戦時体制下の生活資料を中心とした展示で

した。 

 関連して展示初日の 8 月 2 日には、玄関ロビー

にて「語り継ごう、戦争」が開催されました。ま

した。「お母ちゃんお母ちゃーんむかえにきて」

「おとなになれなかった弟たちに・・・」「北原

百次郎氏の手紙」「序」「ヒロシマの空」「灯篭

ながし」「つばき地蔵」など、戦争や学童疎開に

ついての朗読会でした。 

Tel: 0743-53-3171  Fax:0743-53-3173 

http://www.pref.nara.jp/1508.htm 

 

 

福山市人権平和資料館:広島 

 企画展「ノーモア！ヒロシマ・ナカサキ 「原爆

と人間」」が 2014 年 8 月 1 日～31 日の会期で開

催されました。広島・長崎に投下された原子爆弾

は、一瞬にして街を破壊しつくし、2 つの都市で 

20 万人以上もの生命を奪いました。生き残った

人は、現在でも放射能の障がいに苦しんでいます。

「核兵器による被害者を再びつくらない」との願

いをこめて製作された写真集「原爆と人間」（日

本原水爆被害者団体協議会）を展示して、核兵器

の廃絶と平和の大切さを訴えるものでした。 

 「収蔵庫展」が 2014 年 9 月 13 日～11 月 30

日の会期で開催されました。同和問題をはじめと

する人権に関わる運動の記録や資料、戦争の悲惨

さ、平和の尊さを伝える資料で、写真・書籍・新

聞・雑誌・映像・手紙・絵画など、とくに召集令

状・連隊史・戦地からの手紙・遺書・遺品などを

展示していました。福山市人権平和資料館が 8 月

30 日に開館 20 周年を迎えた記念の展示会でし

た。 

 「ふくやまピース・ナビ養成講座」が以下のよ

うに開催されました。 

第 1 回 7 月 29 日 テーマ「人権と平和を求めて

－母と子の八月八日」 講師 田辺準一郎さん 

●「海軍航空隊」の兵士が出征の際，わが家の上

空を旋回して行きました。戦争で失ったものは，

命だけでしょうか。小さな子どもが，『どうして

戦争をするの』と問いかけます。あなたは何と答

えますか。」 

第 2 回 8 月 5 日   テーマ 「福山空襲と戦時下

の 暮らし」         講師 北村剛志さん 

第 3 回 8 月 12 日 テーマ 「福山空襲（米軍作

戦任務報告書より）」 講師 北村剛志さん 

●「外国との緊張感をさんざん煽っておいて、戦

争ができる国にしようとしている。平和を守るた

めには何よりも対話が大事です。」 

第 4 回 8 月 19 日  テーマ 「広島原爆『父子の

わかれ』」講 師 廣中正樹さん 
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●「被爆した父の背中から，5 歳の小さな手でガ

ラスの破片を抜こうとしました。もう 2 度と私

のような思いを誰にもさせたくありません。平和

な国をつくっていきましょう。」 

Tel:084-924-6789 Fax:084-24-6850 

http://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/jinken

heiwashiryoukan/ 

 

 

太翔館（豊北歴史民俗資料館）:山口・下関市 

 企画展「軍事郵便展－親子の絆」が 2014 年 7

月 19 日～8 月 31 日の会期で開催されました。第

2 次世界大戦時に、戦地や国内で郵送された書簡

や手記などをとおして、家族、国、平和について

問いかける展示会でした。下関空襲・終戦実行委

員会が協力していました。 

Tel＆Fax:083-782-1651 

http://h-rekimin.jp/ 

 

 

多度津町立資料館:香川 

 2014 年夏期企画展「戦争資料展」が 2014 年 8

月 1 日～31 日の会期で開催されました。日露戦争

から 15 年戦争までの、当時を偲ばせる資料を多

数展示していました。 

 関連して、石井雍大（香川県親善人形の会、香

川県歴史教育者協議会）さんが「青い目の人形－

人形たちの声が聞こえますか」と題して、2014

年 8 月 2 日にロビーで講話をしました。1927 年

の人形交流、15 年戦争と暮らし、アジア・太平洋

戦争中の人形たちなどについて話されました。 

Tel＆Fax:0877-33-3343 

http://tkamada.web.fc2.com/shiryokan/kikaku/

2014/201408senso/201408sensoposter.htm 

 

 

飯塚市歴史資料館:福岡 

 企画展「戦争とくらし展」が 2014 年 7 月 31 日

～8 月 26 日の会期で開催されました。平和教育の

一環として戦時資料を展示して、筑豊における戦

時下の生活や教育及び戦地へ出征した人びとにつ

いて紹介し、戦争の悲惨さと平和の大切さを改め

て考える展示会でした。 

Tel＆Fax:0948-25-293 

http://www.city.iizuka.lg.jp/rekishi/index.htm 

大牟田市立 三池カルタ・歴史資料館:福岡 

 「平和展 2014 カルタが伝える戦争と平和」が

2014 年 7 月 1 日～9 月 21 日の会期で開催されま

した。2014 年は、世界を巻き込んだ大きな戦争の

ひとつである「第 1 次世界大戦」から 100 年の節

目にあたります。その 20 年前に「日清戦争」、

10 年前には「日露戦争」と、日本が関係する戦争

が起こりました。昭和に入り日本は、「第 2 次世

界大戦」に参戦し、長い戦いで多くの犠牲をはら

います。1945 年にポツダム宣言を受け入れ降伏

し、新しい憲法のもとで、民主主義の平和な国家

に向けて再出発しました。今回の企画展では、子

どもの遊び道具である〝カルタ”が、軍国主義や戦

争の影響をどのように受け、変わっていったのか

を紹介していました。当時の空気を感じることが

できる〝カルタ”に触れることで、あらためて『戦

争』と『平和』について考えるために開かれまし

た。 

Tel＆Fax:0944-53-8780 

http://karuta-rekishi.com/exhibition 
 
 

久留米市立草野歴史資料館:福岡 

 企画展「昭和の記憶 久留米・福岡 まんが日

記が語る戦時下の暮らし」が 2014 年 7 月 5 日 

～8 月 31 日の会期で開催されました。「まんが日

記」は、1997 年に 86 歳で亡くなった石橋病院（後

の聖クララ病院）の豊増忠雄医師が、久留米・福

岡を舞台に日日の暮らしをコミカルなタッチで描

いたもので、色鉛筆を使って郵便はがきに記録し

た作品には戦中 ・戦後の様子がリアルに綴られて

います。資料館が 2013 年に計 122 点を確認し、

1945～46 年の久留米市や福岡市の様子、戦後の

アメリカ兵の活動などを描いた作品を写真で複写

し、A3 判に引き伸ばしました。「ロックヒード」

（ロッキード）と題して空襲を描いた作品では「防

空壕に飛び込むヒマなく、大和魂を潰して押し入

れに押し合ひあふ」。女性たちの防空壕づくりは

「ワタシノビタワ」のタイトルで「オシッコして

休んでてもやかましいのヨ。そして、もっと力を

出せ、怠ケトルッて、女にはとてもムリよ」など

と本音が書かれています。戦後の一変した生活と

生まれたばかりの民主主義に戸惑いながらも、廃

墟の町から復興していく会社や、進駐したアメリ

カ兵の様子、労働組合の誕生、総選挙なども描か

れています。展示された 65 点にはユーモアとと
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もに、あらがいがたい戦時体制への批判もうかが

えるものでした。今回の企画展では、初公開の「ま

んが日記」のほか、風刺画「博多にわか」、被災

写真、水天宮や高良大社で戦勝祈願をしている写

真や、国民服・献立表といった当時の暮らしぶり

がうかがえる生活資料など約160点も展示してい

ました。戦時下の人びとの暮らしを偲び、あらた

めて平和の尊さを考えるきっかけとなる企画展で

した。 

Tel:0942-47-4410 Fax:0942-47-4410  

http://www.kurume-hotomeki.jp/jp/event/?mode

=detail&isSpot=1&id=400000000368 

 

 

長崎原爆資料館:長崎 

 2014 年度 第 1 回企画展「原爆資料館収蔵資料

展」が 2014 年 7 月 23 日～9 月 28 日の会期によ

り、地下 2 階の企画展示室で開催されました。新

規寄贈品（2013 年 7 月から 2014 年 6 月までに寄

贈された資料）と、アメリカ国立公文書館所蔵資

料展Ⅰとして、2013 年度アメリカ国立公文書館で

収集した被爆写真のうち、ポール・ヘンショー博

士が撮影した写真 26 枚とを展示していました。 

Tel:095-844-1231 Fax:095-846-5170 

http://www1.city.nagasaki.nagasaki.jp/peace/ 

 

 

国立長崎原爆死没者追悼平和記念館:長崎市 

 第 3 回被爆体験記企画展「家族を憶う」が 2014

年 7 月 1 日～12 月 22 日の会期により地下 2 階の

遺影・手記閲覧室で開催されました。原爆により

多くの人びとが肉親とのつらい別れを体験しまし

た。今回の企画展では「家族を憶う」と題し、原

爆で失った家族への憶いを綴った体験記を、1995

年度に厚労省が収集した体験記集と祈念館に寄贈

された体験記の中から選び展示していました。 

Tel:095-814-0055 Fax:095-814-0056 

http://www.peace-nagasaki.go.jp/ 

 

 

長崎市歴史民俗資料館:長崎 

 企画展「戦時中のくらし展」が 2014 年 6 月 19

日～8 月 24 日の会期で開催されました。展示品は、

貨幣・紙幣・切手・軍事郵便・教科書・紙芝居・

防火演習写真・防砂袋・防空頭巾・もんぺ・精霊

流し図など約 150 点です。 

Tel＆Ｆax:095-847-9245 

http://www.city.nagasaki.lg.jp/kanko/820000/82

8000/p009251.html 

 

 

ナガサキピースミュージアム:長崎市 

 「紙芝居「嘉代子桜」イラストレーター岡本典

子 原画展」が 2014 年 7 月 8 日～8 月 3 日の会期

で、国松実写真展「長崎原爆ドーム・旧浦上天主

堂を撮る」が 2014 年 8 月 5 日 31 日の会期で、「馬

たちの戦争－軍馬慰霊碑に見る“戦争と平和”」が

2014 年 12 月 2 日～2015 年 1 月 25 日の会期で、

それぞれ開かれました。 

Tel:095-818-4247 

http://www.nagasakips.com/ 

 

 

薩摩川内歴史資料館:鹿児島 

 終戦記念展示コーナー「薩摩川内と空襲」が

2014 年 8 月 5 日～9 月 7 日の会期により 2 階通

路で開催されました。1945 年 7 月から 8 月にか

けて、川内駅や市街地をはじめ、市内各所で空襲

の被害を受けました。それを絵などによって伝え

る展示会でした。 

Tel:0996-20-2344  Fax:0996-20-2848 

http://rekishi.satsumasendai.jp/ 

 

 

沖縄県平和祈念資料館:糸満市 

  第 2 回子ども･プロセス企画展「チャレンジ！ 

夏休み自由研究」が 2014 年 7 月 19 日～8 月 31

日の会期により 1 階ひろば・ゆいまーるで開催さ

れました。沖縄戦や戦時中の人びとの暮らしなど

自由研究のテーマ選びのヒントになる資料を紹介

していました。 

 第 3 回子ども・プロセス企画展「沖縄戦への道 

70 年前、その時、何が…2－10・10 空襲、そして

県民総動員へ」が 2014 年 9 月 19 日～11 月 20 日

の会期により 1 階ひろば・ゆいまーるで開催され

ました。2014 年は、沖縄守備軍の配備やサイパン

の戦い、学童疎開、対馬丸遭難、10･10 空襲など
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沖縄戦につながるさまざまな出来事が 70 周年を

迎えます。この機会に、戦争や平和についてより

深く考える機会とするために開かれたものです。 

  第 15 回特別企画展「南洋の群星が見た理想郷

と戦」が 2014 年 10 月 9 日～12 月 11 日の会期に

より 1 階企画展示室で開催されました。今から 70

年前、旧南洋群島ではサイパンやテニアンを中心

に日本アメリカ両軍の激しい戦闘があり、移民と

して渡っていた多くの沖縄県出身者が地上戦に巻

き込まれました。旧南洋群島への移民、地上戦、

そして沖縄への引揚げ、今も続く慰霊の想いを展

示していました。 

Tel:098-997-3844 Fax:098-997-3947 

http://www.peace-Museum.pref.okinawa.jp/ 

 

 

海外の平和博物館ニュース 

 

開館した「奉天捕虜収容所博物館」と建設中の

「遼源高級捕虜収容所博物館」 

(西里扶甬子 ジャーナリスト・POW研究会員) 

 

 奉天とは現在は瀋陽と呼ばれている旧満州国

の大都市である。1942年晩秋に開所したこの捕

虜収容所に当初は米軍兵が1400人余りと、豪軍

兵16人NZ兵1人を含む100人の英軍兵が収容さ

れたが、1945年4月から5月にかけてフィリピン

や日本本土の捕虜収容所から到着した約480人

の中に相当数の蘭印軍捕虜が含まれていた。真珠

湾急襲と同時にマレー半島、香港、フィリピン、

そして蘭印と進攻した日本軍は14万人もの連合

軍将兵を捕虜とした。「生きて虜囚の辱めを受け

ず」と戦陣訓を叩き込まれた日本軍は、降伏した

捕虜たちを侮蔑し、虐待した。誰もが共通して語

るのは例えば窒息して死者が出るほどに、貨車に

詰め込むとか、バケツ数個を排泄に使うというよ

うな状態で輸送船の真っ暗な船底に何十日も押

し込めた地獄船の話である。奉天捕虜収容所の米

軍兵は全員フィリピンで降伏し、「バターン死の

行進」の体験者も相当数居た。フィリピンの収容

所の待遇も劣悪で、日常的に看守による暴力に痛

めつけられていた。食料は粗末で慢性的飢餓状態

に置かれていた。英軍兵はシンガポールの陥落時

に捕虜となった訳で、いずれも熱帯から夏服のま

ま極寒の地へ送られ、最初の冬には200人以上が

命を落とした。2003年頃から、在米華僑グルー

プと瀋陽市、遼寧省、北京政府の連携で、瀋陽市

内の収容所跡地に捕虜収容所博物館を作る準備

が始まった。工事が完成して開館に至る10年ほ

どの間に、捕虜だった米兵やその家族、捕虜問題

の研究者などを招待して、シンポジウムを開催し

たり、展示用のさまざまな品物、遺品などを収集

した。共に日本軍の虐待を耐え忍んだという連帯

感から、中米の友好と絆の象徴ともなっている。

瀋陽市内の本所は満州工作機械の工場に併設し

て建てられ、捕虜たちは主にこの工場で働かされ

ていた。博物館は本所跡に作られ、宿舎の一棟を

そのまま残し、内部は収容所当時を再現している

。日本国内にも130ヶ所に及ぶ連合軍捕虜収容所

があったが、捕虜虐待の容疑で戦犯となり、死刑

者も出た戦後の成り行きの中で「忘れたい過去」

として、その面影を残しているところはほんの数

ヶ所に過ぎない。1945年には瀋陽から240キロ離

れた吉林省西安（現在の遼源市）に高級将校捕虜

用の収容所が作られ、在比米軍やシンガポール英

軍、蘭印軍などの司令官クラスの捕虜たちが台湾

から移送されてきた。現在ここにも博物館が建設

中で、瀋陽大学の奉天捕虜収容所研究室主任の楊

競先生の案内で訪問し、遼源市文化広電新聞出版

局局長を始め担当者たちから歓迎を受けた。 

 

第 8 回国際平和博物館会議 

 

 9 月 19～22 日、韓国のノグンリ平和祈念館に

おいて、第 8 回国際平和博物館会議が開催されま

した。35 か国 200 人以上の人びとが集い、交流

をすることができました。 

 安斎育郎先生が募金を集め、日本人参加者の資

料集（会議プログラム、予稿集、関連資料）と参

加者報告書が出版されました。また通訳を雇い、

ボランティアの方の協力もあって、有意義な国際

会議となりました。 

 国際会議の主な参加者の発言要旨を紹介しま

す。 

 

基調報告要旨 
 

戦争を予防し、記憶・歴史的真実・和解を促進する上

で、平和のための博物館が果たす役割について 
 

http://www.peace-museum.pref.okinawa.jp/
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平和のための博物館国際ネットワーク代表 

ピーター・ヴァン・デン・デュンゲン 

Peter van den Dungen 

 

 国際平和博物館会議がノグンリ平和記念館で開

催され、ノグンリ国際平和財団に心よりお礼申し

上げます。また昨年INMPが平和賞を受賞しまし

たが、このことに対しても有難く思っています。

この3年間国際会議開催のために大変な努力をさ

れたことに対して、代表の鄭求燾博士、そして組

織者の金惠淵さんにお礼を申し上げます。 

 前回の国際会議はバルセロナ国際平和研究セン

ターによって開催され、「戦争・暴力の文化から

平和・非暴力の文化への転換における平和博物館

の役割」というテーマでした。歴史的なモンジュ

イック城は戦争と暴力のある場所でしたが、国防

省からバルセロナ市に管轄が移り、平和の砦とし

てのお城になりました。1975年フランコ政権まで

35年間スペインの内戦があり、民主主義や人権が

抑圧されていました。 

 ノグンリ大虐殺は、朝鮮戦争の間起こり、その

後軍事政権が続き、韓国では1980年代にようやく

民主主義が生まれてきました。冷戦の終わりとな

ったこの時期に初めて、ノグンリ事件の真実を語

ることが可能になりました。バルセロナと同様に

ここも暴力や苦悩に満ちた場所が、平和のメッセ

ージを発する地となりました。 

 ノグンリの物語やこの記念館の建設は、鄭求燾

博士と彼の父親である鄭殷溶氏の大変な努力によ

るものです。鄭 殷溶氏が先月亡くなられ、心より

お悔やみ申し上げます。ノグンリ虐殺事件では真

実が明らかにされ、またアメリカ大統領によって

後悔の言葉が発せられ、韓国政府のさまざまな援

助を獲得してノグンリ平和公園の建設が実現し、

鄭殷溶氏は満足されたことと思います。彼の『君

は私たちの痛みがわかるか？』という小説で、戦

争の犠牲者の苦しみを伝えました。今年は第一次

世界大戦が始まって百年目に当たります。1924年

ドイツの反戦家のエルンスト・フリードリッヒは

『戦争に反対する戦争！』という本を出版し（日

本では1988年出版）、1925年に反戦博物館を創設

しました。しかしナチスに愛国的ではないと非難

され破壊されてしまいました。その本が今年イギ

リスで再版されました。 

フィリードリッヒの反戦博物館の支持者の一人

として、芸術家のケーテ・コルヴィッツ(Kaethe 

Kollwitz)がいます。彼女は戦争の犠牲者の痛みを

芸術作品で表現しました。1914年に二男のペータ

ーを失い、1932年にはベルギーのフランダースの

ドイツ軍墓地に息子の戦死を悲しむ両親の彫像が

置かれました。彼女は第二次世界大戦で医師の夫

と孫息子を失いました。沖縄の佐喜眞美術館には

彼女の作品が最も多く集められています。ノグン

リ記念館でも彼女の作品を展示すべきでしょう。

彼女の作品は悲劇的な出来事を表現し、鄭 殷溶氏

の小説のメッセージと結びつくからです。 

 今日でも戦争で無実の市民、特に女性や子ども

達が犠牲になっています。私たちは平和のための

博物館を通して平和教育を推進し、戦争の予防と

廃止のために努力する必要があります。 

 この会議では、戦争を予防し、記憶・歴史的真

実・和解を促進する上で、平和のための博物館が

果たす役割について話し合うのですが、忘れては

ならないことがあります。それは戦争に反対した

個人や団体、反戦運動、平和運動に関わった人び

とのことです。歴史の教科書や博物館にはこれら

のことは書かれませんが、重要なことです。たと

えばポーランド系ロシア人の実業家で平和研究の

先駆者であったジャン・ブロッホ(Jan Bloch 

:1836-1902)は、1914年第一次世界大戦が始まる

約20年前に戦争の性質と結果を正確に予言しま

した。人びとに警告し教育しようと1902年にスイ

スのスサーン市に世界で最初の国際戦争・平和博

物館を創設しました。 

 平和のための博物館ではノーベル平和賞受賞者

やガンジーなどの展示をして、より良い世界は可

能であると訪問者を励まし、自分は何ができるの

かを考える場を提供することができる所です。ま

た国際平和の実現のためには国際法や国連の強化

が必要ですが、平和のための博物館ではそれらに

関する展示やさまざまは取り組みを通して人びと

の関心を高めることができます。例えばオランダ

のハーグの平和宮では訪問者センターがあり、そ

こでは平和宮にある国際司法裁判所や常設仲裁裁

判所について情報を提供しています。 

 さまざまな国から多くの参加者があり非常に嬉

しく思いますし、再度主催者のノグンリ国際平和

財団にお礼を申し上げます。この会議は、お互い

に学びあい、共にさまざまな経験をして私たちの

重要な平和の活動をお互いに励まし支えあうこと
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ができる良い機会です。どうもありがとうござい

ました。 

 

 

ビデオメッセージ 1. 

 

元コスタリカ大統領、ノーベル平和賞受賞者 オ

スカー･アリアス･サンチェス 

Óscar Rafael de Jesús Arias Sánchez 
 

 私はコスタリカ大統領を２期務めましたが、海

外で博物館を訪問するのが楽しみでした。博物館

で私たちは本物を見ることができ、そこは大学と

同じくらい教育する力があります。また講演を聴

いて感動するのと同じくらい影響力があります。

そのために私たちの考え方、行動の仕方、未来の

あり方に影響を与えることができるのです。コス

タリカのサンノゼに平和のための博物館がありま

すが、この博物館の計画については友人のマニュ

エル・アラヤ・インセラさんが会議で報告します。 

 皆さんのそれぞれの博物館での活動は非常に重

要ですが、韓国で来て共に活動することも重要で

す。それは力を合わせることによって、さまざま

な問題に取り組むことができるからです。博物館

では平和の種が毎日何百万人もの心に蒔かれてい

ますが、世界ではどうでしょうか？アリアス平和

・人権財団では、国際武器貿易禁止条約を 1997

年に提唱し、15 年以上国連で他国に働きかけ、

2014 年に国連で承認されました。現在 50 か国の

批准を待っているところです。正直に申しまして、

国際法になるとは考えていませんでした。しかし

小さな平和の種は本当に木になることができるの

です。平和のために私たちは世界を変革すること

が可能なのです。 

 私はノグンリへ行くことができませんが、現地

へ行ってこそ歴史の重みを感じることができ、ま

た世界の変革をする必要性を感じることができる

のです。私たちは過去の犠牲者の声に耳を傾ける

必要があります。また私たちの世代は、どんな展

示物を次世代に残すことができるのかを自問する

必要があります。戦争やテロで失ったものの証拠

でしょうか？それとも変革や意見の合意、思いや

りについてでしょうか。皆さんはもうその答えを

ご存知ですので、ここに集まっていらっしゃいま

す。どうもありがとうございました。 
 

 

ビデオメッセージ ２ 

 

台湾 二二八基金會執行長兼二二八國家紀念館

館長廖繼斌 

台湾の国立 228 記念博物館を代表してご挨拶し

ます。この博物館は、1947 年に台湾の台北市で発

生した 228 事件の教訓を学び、将来二度と同じよ

うな悲劇が起こらないようにするために設立され

ました。1947 年 2 月 27 日、台北市で闇タバコを

販売していた女性に対し、取締の役人が暴行を加

える事件が起きました。これが発端となって、翌

2 月 28 日には人びとによる市庁舎への抗議デモ

が行われました。しかし憲兵隊が彼らに発砲し、

抗争はたちまち台湾全土に広がることとなりまし

た。これは台湾人と在台中国人との大規模な抗争

でした。国民党政府は大陸から援軍を派遣し、武

力によって台湾人を徹底的に鎮圧しました。1987

年戒厳令が終了し、犠牲者は謝罪と補償を政府に

求めました。1995 年には 228 記念財団が設立さ

れました。その後 2 月 28 日は国民の休日と決め

られ、国立 228 記念博物館が 2011 年に開設され

ました。博物館では平和教育、人権教育を推進す

ることができ、社会を変革することができます。

国際交流を通して、相互理解を深めましょう。 

 

戦争、残虐行為、ニュース報道と「平和のための博

物館」 

チャールズ・ジャンリー Charles J. Janley 

世界のニュース報道機関は、歴史的に第一次世

界大戦、第二次世界大戦、ベトナム戦争などの戦

争の真の恐ろしさを伝えていません。1950-53年

の朝鮮戦争でもそのような例はたくさんあります。

平和のための博物館では、そのような報道機関が

きちんと報道するようにいっしょに活動をすべき

です。朝鮮戦争の際ナクトング川の橋の破壊で何

百人もの避難民が殺されましたが、それは報道さ

れませんでした。その時アメリカの大手の報道機

関のレポーターがいたにもかかわらず、避難民の

死亡について報道されなかったのです。1950年の

他の例として、韓国政権が何千人もの政治犯を処

刑したにもかかわらず、その大虐殺について北朝

鮮軍と旅をしていたイギリスの共産主義者であっ

たジャーナリストしか報道しませんでした。彼の

真実の報道は、アメリカのお役人によって偽造で

http://ja.wikipedia.org/wiki/1947%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%B0%E6%B9%BE
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%B0%E5%8C%97%E5%B8%82
http://ja.wikipedia.org/wiki/2%E6%9C%8828%E6%97%A5
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%87%E3%83%A2%E8%A1%8C%E9%80%B2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%87%E3%83%A2%E8%A1%8C%E9%80%B2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%88%92%E5%8E%B3%E4%BB%A4
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あると非難されて簡単に片付けられ、機会が生じ

てもアメリカの報道陣によって報道されることは

ありませんでした。朝鮮戦争に関する真実の報道

への抵抗は最近まで続けられ、ノグンリにおける

アメリカ軍の朝鮮人避難民大虐殺に関して、1998

年米国連合通信社の APによる事実確認の際、特に

そうでした。APの指導者はその物語を報道させな

いようにしたので、その報道は一年間遅れてしま

いました。1999年に報道されると APの報道者は、

米軍やノグンリ事件の否定者によって手紙やイン

ターネットを通して攻撃されました。ノグンリ記

念平和公園や博物館は、戦争の恐ろしさの真実を

守り、未来のジャーナリストの情報源としての役

割を果たすことでしょう。他の平和のための博物

館も、ジャーナリストが戦争についてもっと厳し

く見識のある報道をするように、ジャーナリスト

に情報を与え励ますやり方をするべきでしょう。

ちょうどアメリカのホロコースト記念館が APと

協働して、ヨーロッパのホロコーストの真実をよ

り明らかにしたようにです。 

 

パネルディスカッション 

 

１．グローバル時代における平和ミュージアムの

教育的使命 

 

パネリスト 

ロイ・タマシロ  ウェブスター大学, アメリカ 

山根 和代  立命館大学国際平和ミュージアム、

日本 

エリック・ソマーズ  NIOD戦争・ホロコースト

・大虐殺研究所、 オランダ 

ジーニー・ラム  ハワイ大学、 アメリカ 

 

平和ミュージアムは、大多数の他のどんな機関

より道徳的使命を持っている。平和ミュージアム

は、未来の戦争を防ぐ事、また平和文化をいかに

作り出すかを人びとに教える事を目的としている。

また、優先すべき価値、また道徳的義務として平

和を意識することを熱心に訴えている。 このパネ

ルディスカッションでは, 平和ミュージアムが明

示的、暗示的に、どのようにこの教育的使命を取

り上げるか説明し、また道徳教育がどのように個

人やコミュニティーに影響を与えるか検証する。 

 

ロイ・タマシロは近現代の平和ミュージアムの変

化について歴史的、地理的、そして政治思想的な

観点から検証する。 現代の平和ミュージアムはす

でに1世紀以上存在はしているが、その平和の定義

はさまざまであり、それゆえに 平和の教育と取り

組みにおける彼らの使命や役割により大変異なっ

たものとなっている。ミュージアムの教育項目と

道徳的使命も以下のような他の面から見ると違っ

てくる。ミュージアムの議題がどれほど討議され

たものであるか、それとも意識されていないか？

教え方がどれほどはっきりして分かりやすいか、

または分かりにくいか？その原則がどれだけ強引

で権威主義的か？平和とは、明らかに武力衝突や

戦争が無い状態である、と一番多く定義されてき

た。最近では、平和とは公平さ、礼節、人権、持

続可能性を求める文化的条件だと定義するミュー

ジアムもある。ついには、平和とは社会的な変革

を生み出す人びとの内なる感情や意識だと定義す

るところも出てきた。ミュージアムの教育的価値

や与える影響は、このような定義によっても変わ

ってくるし、またその地域やそのときの文化的背

景、政治的な審議、また個々の既得権によっても

変わってくる。 現在の、そして未来の平和ミュー

ジアムは、ミュージアムの来館者が行動すること

に意味を見いだし、熟考できるよう、動的な環境

となる事が期待されている。誰もが参加でき、存

続可能で公平な、平和な社会を作るために声をあ

げ行動することを後押しし、人びとの意識を喚起

するため、平和ミュージアムは重大な役割をはた

そうとしている。 

 

山根和代は、第2次世界大戦中に日本が他の国に

した侵略についての記述を多くの平和ミュージア

ムや学校の教科書が載せていないとして、日本の

若者への教育の不十分さを指摘する。平和ミュー

ジアムにおいて日本の侵略の悪い面を展示するの

は難しいと理解できるが、ミュージアムに来る人

びとが戦争の事実を学び、これからの戦争を防ぐ

ために責任ある市民としてどのように考え行動す

れば良いかを学ぶため、ミュージアムがすべての

“真実”を展示する事は重要だ。 最近の歴史修正

主義の風潮のなかで、大阪国際平和センターのよ

うに、現在ある日本の侵略の展示を取り除き、代

わりに犠牲者としての日本を展示するようなミュ

ージアムもでてきた。一方で日本を侵略者として

も、より意図的に展示している日本の私立の平和

ミュージアムもある。女たちの戦争と平和資料館

（東京）、 平和資料館・草の家（高知）、 岡まさ

はる記念長崎平和資料館（長崎）、ヌチドゥタカラ

の家（沖縄）、立命館大学国際平和ミュージアム（京

都）などがそうである。日本の侵略の歴史的事実

を人びとに教える事が重要なのは、日本の侵略に

よる犠牲者に思いを馳せ、共感し、それにより、
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人道を重んじる平和な社会へ向けて人びとが自発

的に声をあげ活動するようになるからである。  

 

エリック･ソマーズは第2次世界大戦に焦点をあ

て、オランダのミュージアムに対する評価が高ま

っている事を挙げている。戦争のいくつかの側面

についての関心が大きく広がることによって、公

共的、文化的な記憶、国家のアイデンティティが

作り上げられた。このようなミュージアムを通し

て、1940～1945年の期間はオランダの社会にとっ

て道徳的基準となった。 記憶を継承する役割を強

めるための多くの教育的活動や努力によって、オ

ランダ政府の助けもあり、ミュージアムは人びと

の記憶や意味づけ、国家のアイデンティを形作る

のに非常におおきな影響を及ぼしてきた。今日の

ミュージアムは“真実を体験”したい来場者がた

くさん訪れ、非常に体験型、参加型のものとなっ

ているが、「過去の解釈や復元のなかにうまくま

とめ上げた歴史の幻想をともなう、作られた真実

がある」というリスクもある。来館者により一層

体験的にミュージアムにかかわってもらうことを

目指す場合、歴史修正主義的志向に基づいた、ゆ

がめられ、過度に単純化された解釈をベースに、

インパクトのある、感情に訴え、忘れ難い体験を

与えるやりかたに対し、責任ある教育、情報提供、

人道的価値への訴えかけを達成するためには、こ

れら２つの観点のバランスをとることが課題とな

っている。 

 

ジニー・ラムは平和ミュージアムの歴史的発展と

平和教育の歴史的発展を比較する。平和教育の起

源は組織や信頼関係のあるコミュニティ、また関

心ある市民による草の根運動で、彼らは特に戦争

や暴力など自国の政治主導や活動に疑問をもって

活動を始めた。彼らの活動の一連は形式的な学校

に限った事ではなく、私的であれ組織的であれど

んなフォーラムにも広がり、 社会的不公平、非人

道性、戦争を含む文化的に公認された暴力につい

ての意識と道義心を高めるものであった。平和教

育者の視点からすると、“平和ミュージアム”と呼

ばれるあらゆる機関の使命は平和教育だ。平和を

世界に広げるという目的は平和教育に必要不可欠

であり、平和ミュージアムにおいても必要な項目

だ。平和教育者にとって、またミュージアムを作

る人、学芸員などにとって、“平和の文化の創造”

の新しい規範のために平和の再定義という課題が

与えられていることを理解することが重要だ。こ

れは、ミュージアムの空間を開かれた学びの環境

と考えることを意味し、それは重要でクリエイテ

ィブな思考を含む“飛躍的な思考”としても知ら

れる、総合的な、多面的な思考のために、内省や

対話を促す。平和ミュージアムは訪問者、参加者、

学習者、世界中の人びとが平和の文化を理解し、

作り出し、それを生きるための素材と手法が備わ

った学習センターへと変化を遂げるのである。  

 

2. 平和博物館の教育的役割 

 

新独立国家ウクライナにおける平和歴史博物館

の役割 

ウクライナ オレクサンドリーア市平和博物館

 リュドミラ・ナイダ 

 

平和博物館が必要なのは何故か？その問いは重

要だが、特に未来を担う若い世代にとってその答

えはもっと重要である。平和と相互理解は、何よ

りも家族間から始まるべきである。平和博物館と

平和のための関連機関は、なぜ平和が必要なのか

を大人も若者も両方が理解するために訪れる場所

という大変重要なものである。これが、オレクサ

ンドリーア市平和博物館の行っていることであり、

ウクライナでは唯一である。 

1987年11月8日に創立された歴史博物館であり、

当初は一室だけだった。平和博物館の公式な開館

で、ロンドンの国際センターの若い観光客向けの

カタログに欧州で最も興味深い場所のひとつと紹

介された。国立の博物館と認定されている。1989

年以降、国連の名簿に掲載され組織的に資料を入

手している。当博物館は、日本、デンマーク、イ

ギリス、スイスの平和博物館や元ファシスト強制

収容所跡に開館した博物館と関係がある。1998年、

赤十字協会ディプロマを最優秀受賞。広島からは、

原爆の悲劇を語った小冊子が進呈された。当館展

示全体に流れる鍵となる見解は、文明社会には不

要である戦争の狂気だ。書物、写真、地図、図な

ど前世代が経験した悲劇を浮き彫りにし、私達に

警告している。ドイツ、中国、アメリカ、イギリ

スなど各国の代表団が訪問している。1996年、「平

和と独立のために戦うウクライナ」をオープン、

独立と独創性、文化を維持し平和のために戦うた

めウクライナの人びとの不朽の努力を再現した新

しい展示ホールである。平和ホールには、戦争の

結果を示す資料や世界中で盛んな平和のための戦

いが必要な理由を示す資料がある。「民俗誌ホー

ル」には、ウクライナ人の暮らしや習慣が描写さ

れている。 

当館は異なる歴史をもったさまざまなグループ

の活動によい場所であり、そのために充分な量の

歴史的資料が備えてある。記憶、史実、そして和

解において重要な役割を担っている。 
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記憶、史実、和解を語るための平和博物館におけ

る教育部門の重要性 

ゲルニカ平和博物館財団教育部門 

 イドイア・オルベ・ナルバイザ 

 

ゲルニカ平和博物館の開館は2003年だが、教育

部門の設立は2006年。さまざまな活動、記念式典、

教訓的資料の作成、国内外プロジェクトの参加な

どを行っている。当部門では、歴史的事実、平和、

人権、平和教育などワークショップを提供してお

り、子ども向けのサマーキャンプも企画している。

特別な日を記念し式典を行うことで、ゲルニカ爆

撃の生存者が未来の世代に伝えたいと願う「忘れ

ない、復讐しない」というメッセージとともに惨

事を振り返ることができる。「キッズゲルニカ」と

いう面白いプロジェクトでは、ピカソの「ゲルニ

カ」と同じ大きさのキャンバス（3.5ｍｘ7.8ｍ）

に、世界中の子どもたちが平和の壁画を作成して

いる。当館は、ゲルニカの他の２つの機関と協力

し二年毎に「アートと平和：国際会議」を開催し

ている。 

昨今では、ソーシャルネットワークに参加する

ことは、私達のメッセージを発信する新たな方法

であるだけでなく、さまざまな現実や活動、組織

などと接触し、共同で活動し、グローバルな知識

や教訓的資料を利用し、費用を負担しあうことな

どができる。 

 

 

戦争記憶の占有と共有 

 

パネリスト： 

１．論者：ノ・ミェンホアン（韓国外国語大学校

 歴史／アーカイブズ学部教授） 

２．論者：キム・ミョンフン（韓国外国語大学校

 アーカイブズ学部研究教授） 

発表者：ジョ・ミンジ（韓国外国語大学校 講師） 

発表者：リ・ジュンヨン（韓国外国語大学校 講

師） 

発表者：チョイ・ジョンウン（韓国外国語大学校

 講師） 

 

戦争を記念する展示：戦争記憶の適正と公共財と

の間 

ジョ・ミンジ（韓国外国語大学校 講師） 

 

朝鮮戦争は韓国の近代史の中で最大の事件であ

ると言っても過言ではないが近年の戦争体験者数

の減少は戦争の公的な記憶が薄れていくことを意

味する。したがって物理的精神的な国民の間のギ

ャップを埋めるためにさまざまな戦争記憶の更新

が進んでいる。そのうちの一つが想像力を最大に

活用することに焦点を当てた記念的空間である。

それぞれの作り手によって異なるものの、どこで

も多様な手段を用いた「展示」を通した教育努力

が重要視されている。厳選され、適切に配置され

た展示物によって史実と来館者を結びつける機能

である。特に国立の戦争追悼施設は国家的な記憶

の語りに従って展示しており、圧倒的であるが、

それに対し、戦争について、市民虐殺をテーマに

アプローチする私設の機関はどう違うのだろうか。

ここでは朝鮮戦争中に市民虐殺があったノグンリ

平和記念公園を中心に取り上げ、過去の問題の解

決の成果といえる追悼記念空間における展示物に

よって戦争の記憶がいかに適正に伝承されている

かを論じる。 

 

 

人権を記録する遺産の価値と展望の拡大：1980年

5月18日の記録を核に 

リ・ジュンヨン（韓国外国語大学校 講師） 

 

アイデンティティ承認のための闘争は人間の尊

厳回復の運動である。世論形成への参加保証は人

権の基本要素である。1980年光州で、短期間、未

完結ではあったものの、国家権力が抑えられ自治

が実現した。この光州民主化運動は市民の連帯、

協働、集会や議論による市民自治の可能性を示し

た。この運動は、人権と民主主義の擁護の価値を

評価され2011年にユネスコ世界記憶遺産に登録さ

れた。それは民主主義への闘い、そこへ移行する

教訓としてわれわれの中に記憶された。ここでは

ユネスコ遺産登録への過程と韓国社会での議論を

検討し、史実がいかに今に受け継がれているかを

論じる。 

 

 

ノグンリ事件犠牲者たちの「認識の苦闘」：「記録

の序列」に対する視点 

チョイ・ジョンウン（韓国外国語大学校 講師） 

 

ここでは、朝鮮戦争中のアメリカ軍の戦争犯罪

の一例であるノグンリ事件を取り上げ、ノグンリ

事件の被害者集団と社会との視点の相違を考察す

る。社会は被害者たちが体験した事件の証拠とし

ての記録を要求する。視点の相違は記録作成の主

体、記録された時期、記録の形態によっておきる。

記録には、序列、上下関係が存在するのである。 
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ノグンリ事件が起きた1950年以来、犠牲者たち

のコミュニティは声を上げ被害を訴えてきた。韓

国政府とアメリカ政府による共同の真実追究調査

が始まるまでは生存者の記憶による伝承が「ほん

とうの真実」であり証拠であると思われてきた。

しかし口伝よりも書類がより客観的だとみなされ、

生存者の口伝による記録よりも、加害者側のアメ

リカ軍、アメリカ政府による証言や記録がより重

要視され、皮肉にも加害者の記録が被害者の体験

の信頼性を決定づけることになったのである。い

ったい生存者たちのコミュニティは、それをどう

思ったのだろうか。表現の問題を考えるというの

は、事実の構成主義の立場を扱うということであ

る。事件があり、生存者たち語ろうとするのだが、

社会は多種の表現の条件を示唆し、社会に認知さ

せようとするのである。  

 

 

第一次世界大戦前夜に逝った偉大なピースメー

カー・ベルテ・フォン・ズットナー 

その没後百年を記念して 

 

パネリスト：糸井川修、ホープ・メイ、ピーター

・ファン・デン・デュンゲン 

司会：山根和代 

 

オーストリアの平和運動家ベルタ・フォン・ズ

ットナー（1843年プラハで生まれ、1914年ウィー

ンで没す）は亡くなるまでの25年間、異論の余地

のない世界的な平和運動指導者であった。当時の

女性としてこれは驚くべき業績である。彼女の感

動的な反戦小説「武器を捨てよ！」（1890年）の大

ヒットは思いがけず彼女を平和運動への道へとい

ざなうこととなった。 

1890年初頭、彼女はオーストリア平和ソサイエ

ティを立ち上げ、ドイツ、ハンガリーでも平和ソ

サイエティの共同設立にかかわった。同時に世界

の平和運動のまとめ役として新たに創設された国

際平和ビューロー（IPB）でも中心的役割を担った。

また、ハーグで1899年と1907年に開催された重要

な公的平和会議でももっとも著名で実績あるロビ

イストの一人として活動した。1905年に彼女は女

性として世界で初めてノーベル平和賞受賞した。

その賞は彼女とアルフレッド・ノーベルとの長い

交流ゆえに誕生した賞であった。彼女ほど厳しく

戦争の再発の危険性を警告し、軍縮と、仲裁、国

際法、和解による紛争解決の道を粘り強く説いた

ものはなかった。 

当時もっとも有名な女性の一人であったズット

ナーは、さいわいというべきか、彼女が命がけで

防ごうとした世界大戦の始まりを告げるサラエボ

事件の1週間前、1914年6月21日にその生涯を閉じ

たのだった。最近行われた没後100年を記念するイ

ベントでは彼女の偉業をたたえ、再確認しもっと

広く世に知らせるための多くの機会が提供された。

彼女のベストセラー小説の題名となっているその

メッセージは、間違いなく今、これまで以上に理

解され、行動に移されなければならないものであ

る。 

2005年のノーベル平和賞受賞100周年に際し、オ

ーストリア政府は彼女の偉業をたたえる巡回展覧

会を世界各地で主催した。2013年には国際司法裁

判所が置かれている威厳ある建物に女性としては

初めてズットナーの銅像が建立され、ハーグ平和

宮の設立100周年が祝われた。没後100年である今

年はすでに、世界各地とりわけウィーンやハーグ、

日本でも記念行事が行われている。彼女は6月に町

の中心にオープンした平和博物館の卵と想像的な

「平和への窓」街角ミュージアムの重要なシンボ

ルとなっている。 

パネリストたちはみなこれらズットナーを記念

するイベントに深くかかわっており、その成り行

きや、反戦平和に献身し今も世界中の平和を求め

る者たちを励まし続けている彼女の生涯について

語っていく。 

 

糸井川修：愛知学院大学 

ベルタ・フォン・ズットナーの反戦小説『武器

を捨てよ！』（1889）について、彼女の友人である

アルフレッド・ノーベルは世界への普及を期待し、

こう述べた。「明らかに、あなたの見事な作品が翻

訳されなくてもよい言語、その言語で読まれなく

てもよい、学ばれなくてもよい言語などひとつも

ありません」。しかしヨーロッパにおける彼女の評

価と対照的に、日本ではズットナーはよく知られ

ていない。それは第一に、長い間『武器を捨てよ！』

の邦訳がなかったからである。この状況を変える

ために、日本のベルタ・フォン・ズットナー研究

会（発表者と山根和代氏はその設立メンバー）は、

2011年にこの小説の初の邦訳を出版した。日本で

は小説の邦訳出版と並行してベルタ・フォン・ズ

ットナー展が数回開催され、これらの活動が彼女

の生涯と作品の日本における再発見、再評価に貢

献している。私の発表では、ベルタ・フォン・ズ

ットナーの日本における受容とベルタ・フォン・

ズットナー研究会の活動を紹介し、戦争を廃絶す

るための平和運動の先駆者である彼女から、今日

私たちが学べることを指摘したい。 

 

ホープ・エリザベス・メイ：米国中央ミシガン大

学 

私の発表では、二つの関連トピックベルタ・フ
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ォン・ズットナー没後100年と、ベルタの米国平和

教育との関わりを紹介したい。まず、ベルタ・フ

ォン・ズットナー没後100年記念活動としてハーグ

で主催した1914年の映画版『武器を捨てよ！』の

英語初上映と、平和宮で行われたベルタ・フォン

・ズットナーについてのマスタークラスなどを語

り、そしてベルタ・フォン・ズットナーが関わっ

たさまざまな平和教育的イニシアチブを紹介した

い。公開講演で彼女は、平和運動の目的を実現す

るための教育の重要性を繰り返し主張した。そし

て、米国教育省が平和教育を（第一次世界大戦ま

でとはいえ）正式に支持したので、フォン・ズッ

トナーは米国を「平和教育のゆりかご」と呼んだ。

米国の平和教育努力との関わりとその中の記念活

動を語るだけでなく、フォン・ズットナー没後10

0年である今こそ、彼女が高く評価した米国平和教

育のモデルを発展させるよい機会であることを指

摘したい。 

 

ピーター・ヴァン・デン・デュンゲン：英国ブラ

ッドフォード大学 

第一次世界大戦100周年、ベルタ・フォン・ズッ

トナー没後100年、ベストセラー反戦小説『武器を

捨てよ！』出版の125周年でもある今年は、ベルタ

・フォン・ズットナーが行った将来の戦争を防ぐ

ための英雄的な努力を記念すべき時である。フォ

ン・ズットナーと他の勇ましく洞察に満ちた平和

運動家たちが、世界が戦争に巻き込まれないよう

に命を捧げたことと、1914年の戦争開始にもかか

わらずその努力は無駄ではなかったことを認める

のは歴史的正義である。小説のタイトルで含まれ

ているアピールは今までにないほど時を得ている

と主張したい。今日生きていれば、小説のタイト

ルを『核兵器を捨てよ！』にしたかもしれない。

これから4年間、全世界で行われる第一次世界大戦

100周年の記念式では、平和運動の声が響かなけれ

ばならない。そうでなければ前世紀の世界大戦よ

りもさらに残酷な災害がこの世界で－計画的にで

あれ軽率にであれ－生じることは可能である。国

連安全理決議第1325号で義務付けられているよう

に、政策決定に参加する女性の増加は重要な前進

の一歩である。この過程では、ベルタ・フォン・

ズットナーは平和運動家を励まし、鼓舞するのだ

ろう。 

 

 

ポスター・セッション 

 

カンボジア平和博物館：和解に向けて：ブリーズ

・アメリア 

 

カンボジアの過去はいまだ大きな政治問題であ

り、カンボジア国民が直面している課題はいかに

過去の対立を引き起こすことなく共通の歴史を作

り上げるかということである。カンボジアの教育

制度では、クメール・ルージュ民族虐殺に歴史教

科書の1ページを割いている。なぜ貧しい人民がそ

ういった方法で蜂起したのかという説明や、数世

紀に及ぶ「低いカースト身分」の農民への不公平

や抑圧の記述は全くない。単に政治・教育制度の

せいだけではない。その時代に苦しんだ多くの人

が、過去は語らず前に進んだ方が楽だということ

に気付いており、その結果、次世代に語ることが

容易ではなくなってしまった。 

平和博物館は、より平和な未来を追求するよう

動機付けるという形で、カンボジア人に彼らの過

去を学ばせることができる。いまなお過去の苦悩

を抱える者たちに、その傷を癒す場を提供するこ

とができる。集い、思い出し、理解し、忘れるた

めの場所を。 

最後に、カンボジア人の彼ら自身への考え方を

変える手助けをすることができる。国家として、

カンボジア人は過去について誇りを持ってはいな

い。カンボジアの平和博物館は、国の根深いトラ

ウマにも関わらず、過去を理解し、平和への目覚

しい歩みを進めるカンボジアの成功を実証する仕

組みとなるだろう。カンボジア人の努力を賞賛し、

過去の痛みを明らかにし、共通の歴史を作る道筋

となりうる。 

 

 

ポスター移動展覧会  広島・長崎 原爆の壊滅

的影響：ラナ・エティシャム・ラバニ 

 

2013年12月、パキスタンの主要都市ラホールに

おいて、アルハムラン芸術委員会主催の３日間の

ポスター展が広島平和記念資料館と共同で行われ

た。(サイズ32cm x 22cm、30枚のポスター) 続い

て、ラホール最高裁判所弁護士会、オカラ地方弁

護士会、ラホール・フォアマン・キリスト教大学、

ラホール・キネアード女子大学にて同様の展示が

催された。判事、弁護士、専門家、学生、記者な

ど男女ともに数百人が訪れた。以下のようなコメ

ントが寄せられた。まずは、特に遠方からポスタ

ーを見に来た、２人の子供連れの若い女性のコメ

ント。 

「とても情報価値があります。日本人に同情を感

じ敬意を表します。原爆反対、世界平和を望みま

す。日本は国のために大変努力しました。子供達

も私達もこの努力を素晴らしいと思い賞賛しま
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す」 

「こんな写真を見るのは辛い。人間が文明のある

生き物だとは思えない。だめだ、だめだ、だめだ」 

「こんなことは終わりにしなければならない。見

た後は恐ろしくなった」 

人類の歴史は主に書籍の中に保存される。博物

館は、われわれの人生の案内人となる。展示は人

間の思いを映している。そこから人びとは事実を、

戦争の恐ろしさを知る。全世界の博物館の写真や

ビデオからなるカタログを作成・準備することで、

より幅広い人びとがポスターやそういった形で歴

史的観点に触れることになる。この企画は、国際

平和博物館の事務局の指揮のもとユネスコの協力

と支持を得て実現可能である。皆に愛を、皆に平

和を。 

ラナ・エティシャム・ラバニ：スイスGAMIP 役員、

ネパール APAMIP 会員、パキスタン 平和と博愛フ

ォーラム会長、オカラ 地方弁護士会元会長 

 

 

分科会 

 

国際的核兵器禁止条約のための平和博物館のサ

ポートの必要性 

マリア・E・ビヤレアル 

 

核兵器は大量破壊兵器の中でもっとも破壊的で

あるにもかかわらず、核兵器だけはまだ国際条約

で禁止されていない。国際的な核兵器禁止はすで

に遅すぎるが、世論の圧力と政治的リーダシップ

をもって、近い将来実現するのは可能である。核

兵器禁止は、各国の核兵器保有と加工処理を非合

法にするだけでなく、完全廃止の第一歩にもなる

だろう。廃止の実現を目指している国家と市民社

会はすぐにでも廃止のための交渉を開始するよう

に主張すべきである。核兵器の壊滅的な被害を仮

定すれば、核兵器の禁止と廃止は唯一の責任ある

行動である。平和博物館は平和創造のステークホ

ルダーとして、この国際的イニシアチブをサポー

トすることができる。そして人権を尊重し、戦争

を防ぐという共通目的を国家と共有し、パトナー

シップを築くことが可能である。核兵器のない世

界の価値観に従うように政府に圧力をかけ説得す

る活動が、平和博物館には可能ではないか。国際

的核兵器廃止条約は平和博物館の主義と義務を達

成するひとつの方法となるだろう。 

 

 

広島・長崎原爆投下の記憶 平和博物館を通じ次

世代を守るために 

広島・長崎を繰り返さない：平和博物館 

バルクリシュナ・カーヴィ 

 

2013年11月、核戦争防止国際医師会議は、南ア

ジアにおける限られた地域的核戦争による気候や

農業への影響を分析した報告書「核による飢餓：2

0億人の危機」を発表した。核が原因で世界規模の

食糧不足が起こり20億人以上の人びとを危険にさ

らす恐れがある。そうした飢餓が引き起こす伝染

病やさらなる紛争が、さらに数億人を危険にさら

すであろう。その結果、1) 核による飢餓、2) 核

のオゾンホール、3) 核の冬、4) 死傷者 をもた

らすだろう。現在、インド、パキスタンは核兵器

反対であると率直に宣言しているが、二カ国間に

は敵意や誤解が存在する。150キロトンの核爆弾が

ボンベイのような街に使用されたなら、使者は86

60000人までになる可能性がある。広島・長崎爆撃

の写真展示で、戦争の恐ろしさを伝えようとして

いるのではなく、いかに平和が脆いかを考え、戦

争の恐怖を次世代に伝えるためである。平和博物

館で絵や写真、その他の形で歴史を旅することは

、人びとを平和教育へと導くことになる。 

後の世代は核兵器の残酷さや戦争の残忍性を理

解するだろう。博物館の展望と使命は、平和教育

の総合的洞察への貢献である。戦争記憶の展示の

痛ましい表現は、地球の掛け替えの無さや命の尊

さを示すことで、私達に平和を熟考する機会を与

えてくれる。歴史書やインド、パキスタンなど世

界中の学校で戦争や広島・長崎の原爆投下につい

て語られることで、若い世代の心の内に平和が促

進されるだろう。ホロコースト博物館、ノグンリ

平和記念公園、その他世界中の平和博物館が、視

覚的、または他の資料をもって人びとを平和教育

へと導く。核兵器反対の社会運動は平和博物館に

よって成就することができるだろう。平和博物館

の目的は、世界規模の活動と団結のひとつのツー

ルとなることだ。世界中の草の根平和博物館や組

織の役割は、核兵器廃絶を達成する推進力となる

ことである。今こそ、人びとや為政者らへ働きか

け、核爆弾の恐ろしい影響を伝え気付かせること

が大変重要なのである。平和博物館と平和博物館

ネットワークは、共通理解を図り、平和構築の教

育を育成し普及させることが可能である。また平

和博物館を見解の手段・発信元とし、平和に関す

る新しい知識を収集し、平和を作る場所にするこ

とが可能である。 

 

 

「ノーモア・ヒバクシャ記憶遺産を継承する会」

を代表してのご挨拶 
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代表理事 岩佐 幹三 

 

被爆から69年、原爆被爆者の高齢化が進む一方

で、戦争も原爆の被害もほとんど知らない人びと

が国民の大多数を占めるようになってきました。

そのような世代の人びとに、人類史上未曽有とい

われる核兵器の被害を受けた原爆被爆者の体験を

どのように伝え、どのように受け取って平和な未

来に向けて活かしてもらえるか、という大きな課

題に直面しています。私たちは今、このような課

題にチャレンジするために「ノーモア・ヒバクシ

ャ記憶遺産の継承センター」の設立をめざしてい

ます。そのセンターは、被爆者たちによる原爆と

のたたかいを人類のあゆみ・歴史に刻むアーカイ

ブスであり、原爆がもたらした「死」と「生」に

関する証言を散逸させず、形ある記憶遺産として

後世に伝え継承し、核兵器も戦争もない世界をき

ずく「平和の砦」となるものです。いずれ被爆者

たちが居なくなった時代においても、その遺産を

継承します。 

 

 

分科会 

「おお、あなたはあちらからきたのですか」 

韓国民と北朝鮮難民の分断をつなぐ架け橋とし

ての博物館教育 

パク・イエスル 

 

1953年の南北分断から60年、地理的、文化的分

断によって両国の人びとの間に偏見、不信が生じ

てきた。そのため脱北者は韓国に定住しても、ひ

どい不平等や差別を体験している。脱北者の再定

住は韓国が直面する重要な問題であり、韓国民と

の溝を埋めるための方策が急がれる。平和的な文

化をそだてる取組の一環として、このプロジェク

トはアートミュージアムでの対話にもとづいた教

育によって相互理解をうながす方法を提示してい

る。この研究は社会学、歴史学、芸術療法、博物

館教育など多彩な分野の調査から導き出されたも

のである。朝鮮半島におけるナショナリズに詳し

い美術史研究者のホン・カル と社会学者ギ・ウク

シン、脱北者の体験を研究するステファン・ハガ

ードとマークス・ノーランド、アメリカにおける

博物館教育原理と教育法を論じるジョン・フォー

クとリン・デアキングの研究成果に負うところも

多い。また本研究は、社会的、政治的な変革をう

みだすための対話の持つ力についても言及する。

この研究は、心理学者パトリシア・ロムニの対話

理論と、セトネット校という韓国在住の脱北者の

オルタナティブスクールでの実践との関連を中心

に論じている。この学校は脱北者が韓国社会に溶

け込んでいくために文化教育と対話に力を入れて

教育をおこなっている。 

研究結果は美術館を拠点とした教育が芸術活動

を使って社会問題や朝鮮の歴史についての対話を

みちびき両者のギャップを橋渡しするのに効果を

もちうると結論づけている。本研究は南北朝鮮の

学生の混成グループ向け博物館教育モデルを提示

する。このモデルは朝鮮の歴史、文化の異なった

側面を代表する三つのアート作品とリンクしてい

る。2013年に韓国国立現代美術館で展示されたも

のである。 

 

 

ベトナムにおける平和の歴史的特色 

ハン・ミン・ホン 

 

ベトナムの平和の歴史は、抵抗戦争の歴史でも

ある。私は侵略者から国を守り平和をもたらした

ベトナム戦争に参戦した体験を持ち、それを誇り

に思っている。紀元前7世紀から今に至るまで、ベ

トナムは21回の抵抗や戦争を経てきた。秦の侵略

に始まり、近年ではクメールルージュ、中国への

抵抗戦争がある。ほとんどの闘いは侵略者から国

民を守るための闘い（平和のための戦争）で、戦

争を回避するための最大限の努力をしてきた。こ

のセッションではベトナムの4つの平和の特色を

紹介したい。 

1975年の南北統一以降も、ベトナムは国境を守

るための2つの戦争を経験したが、その後、東南ア

ジア諸国とも連携し平和を維持してきた。しかし

今、海洋法に関する国際連合条約にもかかわらず

中国は東海における石油採掘基地を含む我が国の

海域を侵犯し、領土拡大の野望を誇示し続けてい

る。現在この東南アジア地域の平和が深刻に脅か

されているといえる。ベトナムは、自国と近隣諸

国の平和のため、国際法に基づく平和的な方法で

戦争を回避し、国家主権と平和を守ろうとしてい

る。1945~46の戦争危機を回避した歴史事実、現在

進行中の現実からこのような戦争回避はありうる

と強く信じている。ベトナムは抵抗のための戦争

を体験しただけでなく陸、海、島嶼の主権を守る

力を持っている、しかしもっとも重要なことは、

ベトナムは二度と再び戦争に巻き込まれたくない

ということである。 

 

 

革新と統合的アプローチを通した記憶の回復、史

実、和解 

ジュネイド・エラヒ 

 

概念としての平和とその持続要因は、概念から
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制度への転換があった時のみ成就される。グロー

バル平和博物館を通じた平和の推進は、単なるプ

ロジェクトではなく平和と寛容の文化を導入する

ための活動である。パキスタン初の平和博物館の

創設は、平和、寛容、異教徒間調和の本質を理解

し評価するための基盤を形作るものだ。平和とは

心の状態である。この哲学を元に、計画されてい

るプロジェクトは、地域社会への刺激、奨励、動

機付けを目的とする。市民への平和教育と世界平

和貢献の重要性の強調をもたらすものである。当

平和博物館の主な目的は、平和構築の重要性に対

する理解を与える牽引力、動機となることだ。グ

ローバル平和博物館は、政治的、観念的、地理的

な境界を越えて統一した平和の課題を採択し提示

するものとする。コミュニティベースの博物館が

平和教育や次世代へ引き継ぐのための手段として 

GPP 中央平和博物館と関連している唯一の土台と

なるだろう。GPP平和博物館は、平和、建設的社会

改革、人権の普遍的尊重に必要な条件を築くのに

役立つ教育、技術訓練、学習教材などを提供する

学者、学生や研究者らのための重要な情報源とな

る。また、多くの特別展示会、会議、研修やイベ

ントなどを毎年主催する。常に世界平和に取り組

む革新的発想を築く努力をしていく。 

 

 

分科会 

 

ピースメーカーを褒めたたえよう 

シュウ・ゼン 

 

どの時代にも己の信条に従って勇敢に不正に立

ち向かい平和的社会を求めてリーダーシップを発

揮した人物がいる。ガンディ、キング牧師、マザ

ーテレサなどピースメーカーは、宗教、哲学、政

治、芸術、人権、教育などさまざまな分野にたく

さん存在する。 

まず紀元前6世紀の古代中国の偉大な哲学者で

詩人である老子の叡智に焦点を当てる。老子は言

った「他者への暴力は必ず自らに跳ね返る」また

釈尊は言った「相手の中に自分を見る時どうして

相手を傷つけられようか」 

孔子、イエスキリスト、ベルタ・フォン・ズット

ナー、ネルソン・マンデラ、ジョンレノン、ジミ

ー・カーター、オノ・ヨーコ、ティク・ナット・

ハーンなど・・・。 

彼らの人生、行為、挑戦、貢献は教育的で刺激

的である。中には内向的なものもいるが彼らの勇

敢な行動は世界を変えた。 

ピースメーカーの真価と特質はなにか。以下10

の項目を挙げた。 

１．正義への使命感と信条 ２．不正に対する勇

気ある行動 ３．誠意と信条に基づいて行動する

自信 ４．献身的でたゆまぬ努力 ５．逆境、苦

悩に耐え抜く力 ６．不屈の決意 ７．寛容と共

感 ８．動機づけと逸脱 ９．人間愛と平和な世

界への希求 １０．他者を行動へと触発する能力 

われわれはみなピースメーカーとなる素養を持

っている。世界が暴力に溢れていても先見の明を

持ち闘いと暴力から平和と調和へと会話を変える

ことができる。彼らの夢、努力、貢献によって、

ピースメーカーは世界を変えてきた。平和博物館

を作るという決意をもつわれわれはピースメーカ

ーである。ピースメーカーを褒めたたえよう！ 

 

 

平和と和解を促進する良心のシンボルとしての

聖人たち 

ヒナ・イクバル 

 

イスラム神秘主義者やキリスト教の聖人たちに

よる幅広い芸術や宗教的調和と和解への貢献は、

類まれなものであり共通する文化的規範や価値の

一貫した要素であると認識されている。従って平

和博物館に展示されるこれら芸術品は、その最高

の道徳と倫理原則、社会調和の理想を具現化し精

緻に表現するがゆえに、平和を概念化する方法、

国際社会の紛争解決の方法に直接的な影響を持つ

ことになる。よって、文化の多様性、遺産、良心

のシンボルとしての聖人たちの重要性を、平和博

物館で下記の肖像を通して展示することが可能で

ある。 

・イスラム神秘教主義者の黙想の伝統、寺院建築、

イスラム神秘主義の実践、式典、儀式、関連の精

神的方法のジオラマ展示 

・詩、音楽に合わせた物語や愛の教えに明言される

平和のメッセージのドラマ化した展示 

・洗練された細密画、カリグラフィー、精巧な装飾

美術や、特に平和や和解を促進し伝えひろめる、

数珠、托鉢の椀、杖、筆記用具などのイスラム神

秘主義者たちの個人所有物 

・より多くの来館者や学生、学者、研究者が平和構

築と和解のためのその業績と貢献から利益を得ら

れるよう、さまざまな地域、宗教のさまざまな聖

人たちの記録文書を英語でデジタル化する 

従って、より広い討論と世界の連帯と平和の概

念のため、あらゆる宗教の信者間の隔たりを橋渡

しし皆を一体していく不可欠な要素として、平和

博物館を通したキリスト教聖人やイスラム神秘主

義者たちの解釈は、世界中の平和博物館が導入可

能なもうひとつの選択である。 

 

 

分科会 

 

子どもの人権 キルトプロジェクト 
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ニツァ・ミラグロス、ティファニー・ 

ジェンキンス：パソス平和博物館 

 

未来の平和を作る子供達を動機付け、結びつけ

権利を与えることにアートと教育をもって取り組

むパソスは、子どもの権利条約調印25周年に関心

を集めることにした。キルトの表現的、協力的、

教育的な過程を通して、子ども達が彼らの人権に

ついて学び生かすためのK-12カリキュラムが、同

様のプロジェクトを立ち上げる予定の姉妹博物館

と共同で開発されている。 

「キルトはあらゆる種類の人を団結させる。世界

中で、その長く、豊かで多様な伝統がある。キル

トのパネルを組み立てて他の人のパネルと結合さ

せると、参加者達は平和構築が創造的なプロセス

だと気付く。さらに、完成したキルトは、『人の

社会構造や私達の暮らしや活動、そして紛争のパ

ターンでさえも』平和構築の過程の中で繋がって

いることを描き出す」 

キルト制作のある専門家はこう推量している。

この古代からの世界的な芸術形式が存続している

のは「コンピューターや電機などのような『硬い

』物質に囲まれた社会の中で、キルトは感触の良

い特質を持っているからです。人には、芸術を作

りたいという本能があります。過去の世代と繋が

り、私的な挑戦の感覚を持つのです」 

完成後、子どものキルトプロジェクトは、子ど

もの権利に関するより大きな地域的で世界的な議

論の場となる当館のバーチャル画廊に展示される

ことになる。博物館の来訪者やキルトの見学者、

そして個々のキルトパネルが集められ、各地域社

会が保護し権利を与える責任について考える。来

訪者、見学者もまた、文化の壁を越えた子どもの

権利の多くの解釈方法を考える機会を持つことに

なる。家庭、地域社会、そして世界の中で、さま

ざまな文化的・経済的背景のある子ども達がこの

権利が行使されることを想像する。文化を超えた

類似点や相違点は、こどもの権利のさまざまな面

を反映するだろう。 

 

 

和解に通じ得る理解 

ショーシ・ノーマン：イスラエル、ガリラヤ 

研究所 中東宗教研究センター長、学芸員 

 

現在も続く紛争の中、二国間の理解の架け橋に

なるユダヤ（イスラエル）とイスラム（アラブ）

の芸術家たち。これは、イスラエルの異なる社会

出身（絶え間ない紛争の中にありお互いを敵と言

い及ぶことさえある）の２人のアーティスト間の

プロジェクトである。 

自らをイスラエル在住のアラブ系ムスリムでパ

レスチナ人のアーティストだと称するアハマド・

カナンと、ユダヤ系イスラエル人のモシェ・カシ

ラー。ユダヤ人とアラブ系イスラム教徒が、別々

のコミュニティではあるが、共に暮らすガラリア

地区にこの二人は住んでいる。ここは長年、いい

時期も悪い時期もあることで知られている。２人

はともに、それぞれの民族の伝統や歴史を大切に

思っており、その歴史は彼らのアイデンティティ

の一部でもあり彼らの作品の一部でもある。モシ

ェ・カシラーは、イスラエルの人びとが自らの王

国がイスラエルとエルサレムにあり、彼らの神に

直接的つながりを持っていた時代に触れる。アハ

マド・カナンの古代史は、ユダヤ人がエジプトか

らイスラエルに来る前の時代と、国が他国人に居

住されていた時代までの両方に及ぶ。アハマド・

カナンの姓はその時代にイスラエルに存在した民

族のひとつ、カナン人に由来する。また、それは

イスラエルにある聖地の十字軍による占領を打開

した英雄サラ・アディンによってイスラム社会が

統一された時代でもある。 

彼らはまた、作品の中で彼らの国の近年の歴史

についても触れる。アハマド・カナンは、イスラ

エルの国が築かれた1948年の戦争中のパレスチナ

の大惨事 （地元のアラブ人コミュニティにとっ

て、これはナクバ－災難－として知られる悪夢で

ある）をテーマとしている。モシェ・カシラーは

作品の中でユダヤ人の第２次世界大戦での大惨事

「ホロコースト」を描いている。 

こうした連携は非常に珍しく、どんな国もどち

らの歴史が正しいかを特定することなく他方の物

語を受け入れることが可能であることを示すもの

である。この連携は理解が和解に繋がることを明

らかにしている。私は、この特別なケーススタデ

ィが他の紛争中の社会においても実行されうると

信じている。世界の他の地域のさまざまなコミュ

ニティ間においても、彼らの力と表現をもってア

ーティストらが架け橋となることができると確信

する。 

 

 

分科会 

 

平和博物館の保管記録文書の価値: ジョン・ラー

ベ平和博物館を例として 

ヤン・シャンユウ: 中国南京大学ジョン・ 

ラーベ記念ホール館長、副調査員 

 

国際平和博物館は平和をテーマとした歴史博物

館である。博物館そのもの及びその展示物は世界

平和探求における歴史上の人物や出来事の記録で

ある。ジョン・ラーベ平和博物館は国際平和博物

館のひとつとして、調査と平和と和解の交流の場
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の役割を担う南京大虐殺の歴史的証拠である。本

論文は３つの異なる視点（ジョン・ラーベ平和博

物館の記録文書、その価値と特徴）に焦点を当て

ている。さらに、歴史の記録、戦争反対、平和探

求における国際平和博物館の役割の重要性を強調

する。 

 

 

文化的場における和解と史実の記憶：ケニヤ地域

平和博物館の20年 

ケニヤ地域平和博物館遺産財団創立者： 

スルタン・ソムジー博士 

 

1994年、牧畜業者（遊牧民）８グループが関わ

る物質的文化プロジェクトがケニヤにて創設。ル

ワンダからソマリアの東アフリカ地域を席捲して

いた民族紛争が激しさを増していた頃である。今

日、このプロジェクトは地域平和博物館遺産財団

（CPMHF）の傘下にある農業専門家グループを含む

広範囲の民族に及ぶまでに発展している。 

この論文は、まず民族紛争の状況へと繋がる広

範囲の植民支配後の政治的及び歴史的観点を論じ

ている。そして、一部は記憶を、また一部は現場

支援研究報告書や録画など地域平和博物館(CPM)

の記録を基に、その発展を明らかにする。1994年

から2003年までのCPMの最初の10年間、概ね地域か

ら学ぶプロセス及び民族間の知識の共有を経たた

め、博物館は一般参加型と同時に地域所有のもの

となった。 

 

 

ウィーン平和ミュージアム：エリザベス・ブロジ

ェッテ 

 

平和の窓 ― 世界 

博物館とは、見学者が訪れる施設に同じ種類の

興味深い何かを集めて展示し、通常は料金を取る

ものだが、来場するか入場料を払うかは、見学者

次第である。博物館が街角にあれば、その選択肢

がないため見学者を確保できる。世界初のストリ

ート博物館であるウィーン平和博物館は、ウィー

ンやその他の都市での「平和の窓」プロジェクト

で世界中に平和思想を広められることを願ってい

る。 

現在のプロジェクト 

「ウィーン平和の窓」は、平和を象徴する150

人以上の偉人たちから成る。歴史を通して平和に

献身し人生の目標としてきた人びとを紹介する。

私達の「平和のヒーロー」は、ベルタ・フォン・

ズットナーやマハトマ・ガンジーなどの著名人か

ら、余り知られていないエマニュエル・ジャル、

シーリーン・エバーディなど影響力の大きい人び

とだ。英語と独語で概要を記した平和ヒーローの

写真が、参加した店舗や住宅の一階の窓に彼らの

篤志によって設置されている。 

プロジェクトの将来 

6月17日のオープン以来「平和の窓」プロジェク

トは、オーストリアのインスブルック、ウィーン

のオッタクリング、アフガニスタンのカブール、

ポルトガルのリスボン、フランスのパリ、セント

ラル・ミシガン大学、ソウルのマウント・プレザ

ント、キプロスのニコシア、アリゾナのスコッツ

デールでの開催を計画している。私達の目標は、

人びとを喚起させ各地域でも「平和の窓」を再現

させることだ。「平和のために私達に何が出来る

か」といった平和についての対話を引き出し、こ

うした見学者との議論が新しい平和プロジェクト

のきっかけとなる。 

 

 

シエラレオネ平和博物館 ― 残虐行為、平和、記

憶と再建を語る：セス・フランケル 

 

1991-2002年の残任な内戦の勃発に責任のある

者を罰するため設置された国際法廷であるシエラ

レオネ特別法廷の扉が閉められ、2013年12月、シ

エラレオネ平和博物館は一般に公開された。この

新しい博物館は、西アフリカにあるこの種のもの

のうちで、内戦の根本的原因と歴史、国の平和の

構築と一度荒廃した国の再生という大事業に取り

組んだ初めての博物館である。 

著者略歴：セス・フランケルは、博物館設計お

よび展示開発コンサルタント。フランケル氏は米

国コロラド州ボールダーにあるスタジオ・テクト

ニックの長である。20年以上に渡り、スミソニア

ン研究所や国際的に有名な多くの組織を含む広範

囲の博物館を手がけてきた。フランケル氏は、米

国ニューヨークに本部を置くICSC：International 

Coalition of Sites of Conscience (国際良心の

場連合)のメンバーであり、展示作成においてメン

バーの博物館の支援のため随時ICSCにコンサルテ

ーションを行っている。 

 

 

シンポジウム 

 

軍隊を廃止した国 コスタリカ： 平和博物館設

立プロジェクト 

マヌエル・アラヤ・インセラ：

平和と人類の進歩のためのアリアス基金 

 

① コスタリカで平和博物館を設立するわけ 

 コスタリカで平和博物館を設立する目的は、教

育プログラムと展示を通じて交渉や非暴力的手段

で紛争を実際に解決してきた社会の政治的価値観

を深め、そして不滅のものとすることである。ま
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た、コスタリカの経験を紛争の原動力と国際的レ

ベルにおける紛争解決の枠組みの中に表すことを

目指す。  

(ア)1948年には、武力攻撃が発生する明白な危険

があるにもかかわらず、コスタリカの事実上の政

府が軍隊を廃止した。それは平和的価値への全面

的な献身および国際法律への信頼を示した自主的

な武装解除であった。以来、国境と国家主権への

さまざまな脅威に対し、軍事介入なしで対応、解

決してきている。 

(イ)1970年代から1980年代にかけて、中米におけ

る各国の内戦は、内乱から国際紛争にエスカレー

トする明白な危険性を引き起こした。武力衝突が

コスタリカの国境を超える脅威に対応するために、

当時の大統領、オスカル・アリアス率いる平和的

イニシアチブは、中米の軍事衝突終結の基盤とな

るエスキプラス平和協定を作った。これは、どん

なに深刻な危機であれ、紛争解決には軍隊も武器

へのアクセスも不要であることを証明した。コス

タリカの軍隊全廃は過去６６年間にわたり政治的

安全および民主主義の強化によい影響を及ぼして

きた。 

 

② 目的 

(ウ)このプログラムの目的は以下のようである。

紛争解決の過程を研究、発掘、保存、分析し個人

的であれ国際的であれ非暴力的紛争解決の利益を

促進し、コスタリカの歴史を通して発展された平

和文化および平和への権利の尊さについて教え守

り、最後に、平和共存の現実可能性を示すことで

ある。 

 

③ プログラム 

 博物館の使命と目的に関する展示、出版、視聴

覚資料などを作成する研究が行われる。平和資料

の記録と保管とともに、博物館の係員は資料の登

録と保存、修復などをする。博物館の内容と研究

結果をワークショップ、出版、上映などの活動を

通じて、聴衆の年齢と事前知識及び関心度に合わ

せて世界中に広めることを目指している。人類社

会のニーズと願いを満たすために、寛容性、相互

尊重、平等性を促進しながら、入館者のために平

和と平和的な紛争解決について価値観に基づいて

学ぶ機会を作ることが目的である。 

 

 

ゲルニカ平和博物館財団：暴動後の社会的メモリ

ーマップを作成する活性剤 

イラッチェ・モモイショ・アストルキア： 

ゲルニカ平和博物館財団理事長 

 

ゲルニカ・ルモ市は、スペイン北岸のバスク地

方に位置する。当市はスペイン内戦中に、恐ろし

い内戦を兄弟姉妹間で始めたフランシスコ・フラ

ンコのクーデターを支持したドイツ・コンドル軍

団とイタリア空軍によって壊滅させられた（1937

年4月26日）古代からの象徴的な町である。非武装

都市に対する凄まじい爆撃では1600人以上が殺さ

れた。スペイン内戦終了後（1939年）の戦勝者（

40年間のフランキスモ独裁政権）による公式見解

では、逃亡しようとしたバスク分離主義過激派の

焼夷爆撃であるとされ、誰も真実を語ることはで

きなかった。数人の当時の従軍記者の記したニュ

ースや「ゲルニカ」と題されたピカソの有名な芸

術作品のおかげで、実際に何が起こったのか世界

が知るところとなった。 

爆撃61年後の1998年、（スペイン内戦ではなく

ゲルニカについての）事実と和解の長期にわたる

過程の後、独裁は終わりを告げ（70年代終盤）、

市議会によってゲルニカ平和博物館が設立、後に

バスク政府とビスカヤ地方政府、ゲルニカ・ルモ

市議会の管理下で財団法人となった。現在、当館

はスペインにおいて比類がなく、過去を伝え記憶

するだけでなく将来のための博物館である。 

常設展では、見学者に下記の３つの問いを投げ

かける。 

１．平和とは何か？ 

２．ゲルニカ爆撃の遺産とは？ 

３．今日の世界における平和と人権の状況は？ 

そのほかに、記憶、歴史、平和と人権といった題

目で毎年数回の展示を行っている。 

当館は、教育機関、資料館として機能し、IC-MEMO

（ICOM）、INMP、過去に誠実に向き合う国際遺跡

協会などソーシャルネットワーク上やさまざまな

博物館国際ネットワークでの活発な活動を行って

いる。最近では、ゲルニカの他の機関とともに特

にドイツとの和解に全力で努めている。 

現在、人権問題と近年のバスク地方の暴動に関

する常設展の一部を再編中である。他の２機関と

ともに暴動後のメモリーマップを制作するため記

憶研究所（MemoryLab）を設立させる新プロジェク

トを計画中である。プロジェクトの総体的目標は

過去を振り返ることで社会的記憶と和解に貢献す

ることである。 

 

 

ワークショップ 

 

ピースマスクプロジェクト 

キヤ・キム （Kya Kim） 

 

 社会はさまざまなシンボルで溢れかえっている。

それらはどちらかと言うと，有害なもののほうが

多い。関係性を作り上げ，信頼と平和に繋がるよ

うな意味のあるシンボルには，深い洞察と反省が
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込められていなければならない。ジャーナリスト

であり活動家であるKya Kim が進めるピースマス

クプロジェクトは，この「より深い表象」を具現

化する。Kyaとピースマスクプロジェクトチームは，

手で作られた紙製の精緻なフェイスマスクアート

と異文化間の対話を通して，シンボリズムに革新

のパワーを与える。このコミュニティベースの活

動は，国境を越えた人びとのこころの融合と理解

を目指している。 

 今年12年目を迎えるこのプロジェクトは，日本，

中国，韓国の若者999人のピースマスクを作る取り

組みを始めている．この危機的時代において，三

つの国の共通の文化，奥底に潜むルーツを表現す

るためである。この1年にわたる取り組みは，未来

の平和のための才能にあふれた特別な若者たちを

育てることも目的にしている．東アジアピースマ

スク最終発表会は三カ国の首都で開催される予定

で，若者たちの価値，独特さ，素晴らしい人格，

東アジアそして世界の平和で健康的な未来への希

望を表現するだろう。 

 

海外の平和博物館のニュース（INMP 通信 No. 

9 の日本語版）は、次のホームページで読むこと

ができます。 

http://inmp.net/attachments/article/42/newslet

ter%209_Japanese.pdf 

 

 

福島原発事故の教訓をいかに学ぶことが出来る

か 
 

安斎育郎 安斎科学・平和事務所 
 

 2011 年 3 月 11 日の東日本大震災で起こった東

京電力福島原発事故以来、今では毎月被災地を訪

れ、放射能環境を調べ、どうすればより安全な生

活が出来るかについて実践的な提言活動に取り組

んでいる。思い起こせば、私は、40 年来日本の原

子力発電政策を批判し、1970 年代の初頭以来

5000 枚に及び講演活動や、100 冊を超える執筆活

動を通じて日本社会に原発政策の危険性を訴え続

けてきた。それにもかからず、日本が原発依存に

突き進むのを阻止することが出来ず、福島原発事

故のような過酷事故が起こることを防げなかった。 

 執筆活動や講演活動にある種の限界を感じる一

方、しばしば一枚のアートや写真が事の本質を心

に突き刺さるように伝える効果をもつことをしば

しば経験している。 

 たとえば、右写真 

の月見草は、福島第 

一原発近くの楢葉町 

で観察されたものだ 

が、左右の正常な花 

に比べて、中央の株 

はきのように太い。こうした異常株はたった 1 本

で、ただならぬことが起こっている事態の本質を

突きつける。今後とも、科学的な事実（それは本

質的に重要だが、しばしば地味で、理解に努力を

要する）に加えて、本質を心に鋭く突きつける写

真やアートの魅力的な効果を組み合わせ、平和博

物館の展示を「ハート・キャッチングで思慮深い」

ものにする努力を続けたい。そのためにも、平和

博物館と写真家・アーチストの関係を強め、博物

館は特約契約を結んだ写真家やアーチストに表現

の場を積極的に提供することも大切だろう。 

 

 

 

ＤＶＤの紹介 

 

THE GHOSTS OF JEJU by Regis Tremblay  

済州
チェジュ

島
ド

のゴースト達 

 済州島の米軍基地をめぐる闘いに関する映画が

完成し、日本語の字幕がついています。 

字幕翻訳は石川晶子氏と黒木鞠子氏が担当。 

1本2000円＋送料とのことです。 

詳細は次のホームページでわかります。 

http://www.theghostsofjeju.net/ 
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出版物 

 

『決定版 東京空襲写真集─アメリカ軍の無差別

爆撃による被害記録』（定価：12000円） 

早乙女勝元 監修 

東京大空襲・戦災資料センター編 

 

1400 枚を超える写真を集成。戦争の惨禍を知

り、平和への願いを新たにする。これまで紹介さ

れていなかった写真もふくめ、東方社、日本写真

公社、石川光陽などの写真を日付ごとに網羅。詳

細な解説と豊富な関連資料を付す。戦後 70 年、

東京空襲の全貌を明らかにする決定版写真集であ

る。 

 

 

『沖縄 社会を拓いた女たち』（1500円） 

高里鈴代・山城紀子 著 

（沖縄タイムス社） 

命の尊厳、生きやすさ、平等、平和を求め、そ

れぞれの分野で確かな足跡を残した24人を取材。

次世代へ向けた新たな沖縄女性史。  

 

 

『語りつごうヒロシマ・ナガサキ』全 5巻 

（各巻 2700 円、5 巻セット 13500 円） 

安斎育郎文・監修 

（新日本出版社） 

 第1巻「天からふってきた悪魔」、第2巻「キノ

コ雲の下でおきたこと」、第3巻「歴史を未来に

いかす」、第4巻「核兵器とはどういうものか」

第5巻「平和について考える」。小学校中高年以

上を対象に、広島・長崎被災70周年に向けて書か

れた普及書。学校図書館、地域図書館での利用に

向いている。 

 

 

 
編集者より 

『ミューズ』は、この日本語版をもとに英訳

され、国際的に発信されてきましたが、INM

P（平和のための博物館国際ネットワーク）の

ニューズレターが定着しつつある状況も考慮

し、今後、英訳版は全文ではなく、抄訳の形

で発信される予定です。 


